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あとがき  

さくがみ  生産神とは、農業に従事する人々にとっては作神であり、商工業を営  
む者にとっては商売繁盛の福神のことです。また、人間の誕生、すなわ  

ち子孫繁栄をもたらす性神もこの中に入れることができます。   

狭山市は、かつては農業が産業の中心であったので、生活や信仰  

の中心もそこに向けられ、石仏も農作物の豊作をもたらす作神として、  
ぺんぎいてんくずりゆうだいごんげん すいじん おおやまでわ  
弁財天・九頭龍大権現などの水神、富士山・大山・出羽三山などの  
れいぎん ひまちつきまち  
霊山信仰碑、日待・月待の供養塔が多くみられます。   

凡例  

1．本書は、平成11年5月22日より6月20日までを会期として狭山市立博物館が主催   

した企画展「写真展 狭山の石仏’99」の研究成果をもとに作成したものである。  

2．掲載石仏のうち、下奥富の広福寺内の石仏は（本文68P，74P）今回の調査で所在   

を確認できなかった。しかし、貴重な石仏であり、石仏の保存のあり方に警鐘を鳴   

らす意味で、『狭山市史民俗編』（昭和60年発行）掲載の写莫を使用した。  

3．本書の本文執筆は、高橋光昭氏（狭山市企画総務部副参事・前博物館長）が石仏   

撮影は狭山市立博物館職員が担当した。  
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生産神   

伝説を伴う石仏  

【穴あき石】（入間川）  

入間川の徳林寺の境内にたつ  

成円地蔵さんは、たいへん霊験あ  

らたかだといわれています。耳の病  

の人が地蔵さんに願をかけ無事願  

がかない、そのお礼にと入間川か  

ら穴のあいた石をひろってきて糸を  

1  

ナ「：ご  

財ぎ  

天孟  

ヽ・√l・  ニ∴ 通しておさめました。これは耳がと  

おったとか、いろいろな願いごとが   

通じたしるしだといわれておりま   

す。  （写真25）  
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伝説を伴う石仏  

【田中のカンカン地蔵さん】  

（入間川）   

田中の墓地の片すみにあります  

地蔵さんは「カンカン地蔵さん」と呼  

ばれています。たいへんにご利益  

があるといわれ、病気で苦しむ人  

の願かけがあとをたちません。腹が  

痛くてこまっているときは、米を供  

え、小石で地蔵さんの腹をたたくと  

稲の養い水を与えてくれる水神のうち、  

もっとも知られているのは弁財天です。この  
かみあかさか げんろく  

弁財天は上赤坂にあり、元禄13年（1700）に  

造立されたものです。  
とりい ほうけん   

頭に鳥居を戴き、右手に宝剣（現在は欠  
ほうじ叩）  

けてない）、左手に宝珠を持つ姿に造られた  

この弁財天iま、台座には波を切って走る帆  

掛ナ船が刻まれ、道しるべも兼ねています。  
し伸ううん   

この石仏は、江戸への舟運があった  
しんがし  

新河岸へ通じる道沿いにあるので、帆掛け  

船は新河岸川を行き来する宝船とみることも  

できます。また、この付近一帯は、かつては  

大雨が降るとしばしば洪水になった場所な  

ので、この弁財天は作物を水害から守るとい  

う性格を合わせ持っていたともいえます。そ  
にせいあんらく  

れは、「二世安楽」の文字が刻まれているこ  

とからもわかります。  

ベ㌣  

、′．kし たちまち治るといわれます。そのた  

め多くの人が祈願をするときカンカ   

ンたたくので頭・眼・口・鼻・耳・手・  
≧ 

′－   

腹…といたるところが欠けくぼん  

で穴だらけになっています。  

（写真28）  
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生産神   生産神  
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ほうと   
裏面には「村内五穀豊登」の文字がある  

ほうじよう  
ので、五穀豊餞を祈願する作神的要素が強  

い石碑といえます。   

なお、富士信仰碑は、江戸時代には「富士  
せげんぐう せんけんだいぼさつ  
浅間宵」や「富士仙元大菩薩」などと刻むも  

のが多く、明治初年の神仏分離以後は「富  

士嶽神社」「浅間大神」などと刻まれていま  

す。  

いるょがわ   
この石塔は入間川の堤防に沿った下奥  

まつ  
富に布巳られており、嘉永3年（1850）12月に造  

立されたものです。   

九頭龍とは、洪水のときの河川の荒れ狂う  

様子を九頭の龍の姿に見立てたものと考え  

られ、ここに九頭龍大権現を而巳ったのは入間  
しず  

川の水の猛威を鎮め、田畑を洪水から守る  

ことを祈って建てられたと考えられます。  
とがくし   

なお、九頭龍信仰のもとは、長野県の戸隠  

神社奥社の九頭龍大権現と考えられ、古く  

6  

秀麗な姿をした富士山は、古くから霊山と  

して信仰されてきました。とくに江戸時代後  

期から明治時代になると、各地に同信者の  
こう  

集団である講が結成され、富士山に見立て  

た富士塚や講碑が建てられました。  

ひかわ  この石碑は青柳の氷川神社境内にあるも  

ので、明治10年（1877）8月の道立です。表  

ふじ丈二け 面を平らに削った自然石に「富士嶽神社」と  
ずいうん じつげつ  

刻み、その上部には瑞雲を伴った日月があ  

ります。  

から豊作をもたらす神として信じられてきま  

した。  
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生産神  
生産神   
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ごうろうLたし細く  この石灯籠は柏原の下宿にあり、文政13  
えげ  

年（1830）6月に同地の恵花組によって道立  

さお されたもので、竿の部分に「奉納石尊大権  
現」と刻まれております。   

この灯籠は、稲の仕付けに先立って講員  

の代表が大山に参詣（代参という）し、その  

帰りを待って一定の期間点灯されたと考え  

られています。  

神奈川県のほぼ中央にある大山は、富士  

山と同様に古くから霊山として信仰されてき  

ました。  

あふりまつ  この山には阿夫利神社が祀られています  
せきそんだいごんIfん  

が、同社は江戸時代には石尊大権現と称さ  

れ、各地に講が作られました。その理由は、  
あふりきん  

大山の別名が雨降山と呼ばれたように、雨を  

降らす神としての信仰が、農耕社会の発展  

とともに農民に受け入れられたためと考えら  

れています。  

8  

たいぞうかいだいにち  

し岬じ す。正面に胎蔵界大日を表す種子「アーン  
ク」が刻まれ、湯殿山を中心に向かって右に  

羽黒山、左に月山と彫られています。■  

出羽三山とは、山形県の中央部にそびえ   
がっさん はぐろさん  ゆとり）さん  

る月山・羽黒山・湯殿山のことで、江戸時代  

I 後期になると各地で供養塔が道立されるよ  

うになりました。  
すうはい   

三山のうち、農民の崇拝がもっとも厚かっ  

たのは湯殿山です。それは、湯殿山神社の  

御神体である巨岩から噴き出す霊湯が、五  

穀豊餃に霊験があるとされたためです。  
こんごうし、ん   

商人曽の金剛院境内にあるこの供養塔  

は、文政11年（1828）2月に建てられたもので  

9   
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 とくだいせいしぼさつ  

れたものです。下部に「徳大勢至菩薩」と刻  

ち まれていますが、勢至菩薩は智を表す仏で  
二十三夜の本尊です。  

日待とは、近隣の同信者がある特定の日  

に集まり、一夜を眠らないで籠もり明かし、日  

の出を待って太陽を拝むことをいいます。ま  

た「待」は、祭りとする説がありますが、その  

最初の意味は「おそばに居ること」、つまり、  

神とともに夜を明かすことにあったといわれ  

ています。  
こんごういん   

この供養塔は、商人曽の金剛院境内にあ  
しゅそんじぞうぽさつ  

ります。主尊の地蔵菩薩は、尊顔をはじめ主  

要部分がかなり欠け落ちていますが、尊像   

10  

の向かって右側に「奉道立日待供養」と刻ま  

れています。元禄6年（1693）11月に建てられ  

たこの石塔には、栗原弥左衛門ほか7人の  

同信者が施主として彫られています。  

月待とは、同信者が十五夜・二十三夜な  

けつれい ど特定の月齢の夜に集まり、月の出を待って  
これを拝むことをいいます。   

太陽と月は古代から信仰の対象でした  

が、江戸時代になると、本来のお籠もりの姿  

は共同飲食の場へと変わり、農村ではこれ  

さくがみ に作神信仰の要素も加わりました。  
ちょうげんじ   

この供養塔は、相原の長源寺境内にある  
ずいうん  

もので、瑞雲を伴った月の下に大きく「二十  

三夜塔」とあり、天保7年（1836）4月に道立さ  

11   
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市内に残る石仏は、道路の拡幅や改修などにより、寺院や神社に移  

転したものが多くみられますが、それでもなお、かつての村境や道の  

まつ 辻、橋のたもとなどに祀られているのをみることができます。  
あんのん あくえき   

こうした場所に石仏が建てられたのは、村の安穏を妨げる悪疫や農  

作物の豊かな実りに害を及ぼす病害虫などが、村の中に人らないよう  
ふせ  

にするためで、これを「塞ぎ」といいます。  
とうそじん   

石仏としての塞ぎは、道祖神が広く知られていますが、市内にはあり  
こうしんとう  

ません。その理由は定かではありませんが、庚申塔などがその役を  

担っていたためと思われます。  
うえんむえんさんかいばんれいくようとういしばしくようとう   

したがってここでは、有縁無縁の三界万霊供養塔や石橋供養塔な  

どについて、みていくことにします。  

狭山市を含む埼玉県西部地域は、かつて  

は養蚕が盛んに行われていました。蚕の飼  

育は大変な仕事でしたが、比較的短期間で  
まゆ  
繭の出荷ができたので、農家にとっては大  

切な現金収入源だったのです。  

かめい  この蚕神は下奥富の亀井神社境内にあ  

り、文政13年（1830）に造られたものです。家  
せきし こかげさんだいごんげん  

屋形の石詞には「蚕影山大権現」と刻まれ、  

左側面には「原頁主講中」とあります。   

ここでいう講中とは、養蚕が主に女性の手   

12  

で行われていたことを考えると、女性を中心  

とした「オシラ講」ではないかと思われます。   

なお、蚕影山は茨城県つくば市所在の蚕  

影神社のことで、古くから養蚕の神として信  

仰されてきました。  
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－】こ、山り 、－－・hll‥ぺ」Jべ－、く こ  

いるまがわすがいち  この石橋供養塔は、入間川2丁目の菅一  
自治会館前にあり、安永10年（1781）の道立  

ばとうかん出店  
です。正面上部に浮き彫りの馬頭観音を刻  

み、その下に「石橋供養塔」とあります。   

この時代、橋をかけるには大変な資金と  

労力を必要としました。それにもかかわらず、  

こうした供費塔を建てたのは、村の安穏を祈  
さぜ／L  

ると同時に、仏教でいう「作菩」、つまり善を  

施すことが、仏の道に適うと考えられていた  

ためです。  

じぞうぽさつ  

です。丸彫りの地蔵菩薩を主尊とし、台座に  

くよう 「石橋供娘」とあります。  
川にかかる橋は、人々の往来に欠くこと  

のできない大切なものでした。ことに、江戸  

時代になって馬などによる物資の運搬が盛  

んになると、その重要性はますます増えまし  

た。   

しかしながら、当時の人々は悪霊や病気  

などの悪疫・病害虫なども、道や橋を通って  

村内に入ってくると考えていました。  
かぎし   

この石橋供養塔は、加佐志の共同墓地  

あんえし、 にあり、安永10年（1781）に建てられたもの  

16  17   
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楽」とは、「この世とあの世」の二世にわたり、幸せに暮  

らせることを願うことです。   

市内の石仏をみると、この文字を刻むものがたくさんあります。それ  

は、農民をはじめとする多くの庶民が、取り返しのつかない過去の世は  

ともあれ、この世にあって善を施すことにより、あの世での幸せを願うと  
じゅんぱく  

いう純朴な信仰心が、造立供養に結びついていったためと考えられま  

す。  
じぞうほさつ ばとうかんのんにょらい   

そのため、この供養塔は地蔵菩薩をはじめ、馬頭観音・如来などの  

さまぎまな仏像が、自分たちの日常生活とのかかわりの中で造立され  

ていきました。  

こうしん  なお、庚申信仰は、仏教とは無関係の中国の民間信仰から生まれた  
ものですが、我が国に伝わってからは仏教の現当二世安楽の性格を  

す。   

敷石も石橋をかけるのと同様に、多大な  

経費と人手を必要としました。これに多くの  

人々がかかわっているのは、労力を提供す  

ることが功徳であり、ひいては村を悪霊から  

守ることにつながると考えていたためです。  

敷石供養塔は、寺院や神社の敷石が完  

成した際に道立されました。  
みなみいりそこんこういん   

この敷石供養塔は、商人曽の金剛院境内  

こノい君う にあり、天保3年（1832）に造られたものです。  
しようや じ主り上く  

石塔には、「庄屋水野忠助」「助力近村中」と  

あるので、水野村と近隣の村々が協力して  

敷石を完成させ、供養塔を道立したことが  
ほつがん  

わかります。また台座には、発願として僧侶  

ナ．．、 や村人の名前があり、助力として念仏講申  
さいにち や斎日講中の人々の名前も刻まれていま  
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こうしん      庚申塔   

庚申塔とは、庚申信仰から生まれたもの  
しぞうほさつばとうかんのん  

で、市内では地蔵菩薩や馬頭観音に次ぐ38  

基が道立されています。  

○庚申信仰  
とうきょう   

庚申信仰の源流は、中国の道教にあると  

いわれています。  
すさんし   

庚申信仰とは、人の体内に棲む三戸とい  

う虫が、60日ごとに巡ってくる庚申の晩に天  

に昇り、天帝にその人の罪科を告げて寿命  

を縮めさせるのを防ぐため、この日は眠らず  

に一夜を過ごし、三戸が天帝のもとへ行けな  
し8こうしん  

いようにするという「守庚申」から始まったも  

のです。   

庚申信仰に仏教的色彩が強く現れ出し  

たのは室町時代になってからで、このころか  
晶みだによらl、  

ら阿弥陀如来などの諸仏を礼拝して夜明か  
こうしんまち  

しをする「庚申待」が行われるようになりまし  

た。   

そして江戸時代になると、この信仰は農  

こう 民層にまで広がり、各地に講が結成されまし  
た。彼らは庚申の晩に集まり、眠らぬように努  

めましたが、そうした中で交わされる言葉  

は、最大の関心事である農業や日々の暮ら  

しの行く末についてでありました。その結果、  

庚申信仰はしだいに現当二世安楽を願う信  

仰へと姿を変え、互いに金銭を出し合って  

庚申塔を造立するようになったのです。  

○造立の時代的推移   

江戸時代に建てられた庚申塔は、その形  

でんしかじきとう 伝戸病（結核）の加持祈祷の本尊となり、伝  
Pが三戸に結びつtlたためといわれ、その  

姿は1面4腎（4本の手）が1基、1面6腎が14  

基です。   

次に、庚申塔につきものの三猿を刻むもの  

は20基あります。そのうち19基は、「見まい・  

聞くまい■話すまい」の三猿で、残りの1基は  

三猿が踊っているものです。   

三猿を刻む意味は、三戸の害を防ぐには  

悪事を見たり、聞いたり、話したりしないとの  

考え方が、本来の庚申とは無縁な三猿と結  

びついたためとか、庚申は「かのえさる」と読  

むので、そこから猿が彫られるようになった  

などといわれています。  
にわとり   

また、庚申塔には鶏を刻むものも多くみら  

れます。鶏を刻む理由は、庚申の日を夜明  

とり かしすると酉（鶏）の日になるからとか、鶏は  

態から3期に分けることができます。  
さんえん かんぷん   

第1期は、三猿を主尊のように配した案文  

けんろく 9年（1669）から元禄5年（1692）までです。第  
しょうめんこんこう  

2期は、背面金剛を主尊とした元禄6年（169  
かんせい  

3）から寛政元年（1789）、第3期は、庚申の文  

字のみを刻む寛政11年（1799）から幕末に  

かけてです。   

次にこれを道立者でみると、第1期は、比  

おき 較的少人数の、村の長百姓級による造立と  
思われる時期で、その初期には僧侶と考え  

られるものがみえ、やがて寺名を刻むものが  

そうそんこう 出てきます。第2期は、惣村中や講中など、多  
人数による造立の時期です。このころになる  

と、寺名のほかに、指導者的役割を持つ僧  

侶名を刻むものも現れます。第3期は、個人  

的色彩の強い造立に特色があり、僧侶名な  

どを刻むものは皆無となります。  
ほりかね   

最後に地区別にみると、堀兼がもっとも多  
し、るまがわみずとみ  

いるま くて11基、次いで入間の7基、入間川と水富  
かしわばら おくとみ  

の各4基、柏原の2基となり、奥富にはありま  

せん。これをみると、堀兼が突出しています  

が、同地区では第1期から第2期にかけての  

道立が主体で、第3期以降はみられません。  

それとは対照的なのが入間で、第2期から第  

3期にかけての造立が目立ちます。  

○造像上の特徴   

市内の庚申塔では、青面金剛を主尊とし  

たものが15基あります。青面金剛は、元来は  
どぞくしん  

インドの土俗神でしたが、やがて仏教に取り  

入れられて守護神化したとされています。   

それが庫中信仰の主尊と化したのは、  

多産であるためなどといわれていますが、  

今のところ定説はありません。  

さと   
にょらい       如来  

如来とは、悟りの境地に到達した仏のこと  

しゃか をいいます。歴史上の存在では、釈迦如来  
∴▲ノ が広く知られていますが、その後、阿弥陀如  
やくしだいにち 来や薬師如来・大日如来など、さまぎまな如  

来が考えられるようになりました。  
らほつ   

その姿は、頭はいぼいぼの螺髪で、その  

にっけいみけん 中央には盛り上がった肉警があり、眉間には  
ぴて】くこう のうえ  

ホクロのような自重があります。着衣は、納衣  

をまとうだけなので、装身具を身につけてい  
ぽさつ  

る菩薩とは容易に区別できます。しかし、大  
ほうかん  

日如来だけは頭に宝冠を戴き、装身具をつ  
いんそう  

けた菩薩形に造られますが、印相（手の組  

み方）によって区別することができます。  

伝説を伴う石仏  

【加佐志の耳だれ地蔵さん】（堀兼）   

むかし、加佐志に「耳だれ地蔵さん」と  

呼ばれるお地蔵さんがありました。   

むかし、耳の病の人が願かけにくるとき  
●●●●●  

は、かならずお酒を入れた、たかづっぼ（竹  

筒）をぶらさげ「お地蔵さん、どうか耳だれ  

をなおしてください、なおしてくだされば、こ  

のお酒を倍にしてお礼にまいります」といっ  

て一心にお願いして前の人がぶらさげて  
●●●●●  

いった、たかづっぼのお酒をもって帰り、た  

だちに耳につけるとなおるといわれます。  

′′ふ  お礼にはかならず、たかづっぼを二本に   

凍上∵美甘 して納めるならわしになっています。  

（写真26）  
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ほりかねか／し．㌫ん  この庚申塔は、堀兼神社境内にあり、電文  
9年（1669）に建てられたものです。   

この石塔は、山形の上部から中央にかけ  

て「奉供養庚申待結集□」とあり、その下に  

三猿が刻まれています。道立者は、僧籍と思  

ぶっしんぽうとごう われる仏心坊をはじめ、中世の土豪層出身  
おぎわ へいぎえもん〃）じょう  

と考えられる小沢平左衛門尉ら、11人の名  

前が彫られています。  

この庚申塔も、堀兼神子才二境内にあります。  
えんほう  

これは延宝5年（1677）に造立されたもので、  

やはり三猿が刻まれていますが、写莫13との  
たなか  Lんさえもん    おおゾ）  

違いは、道立者が田中仁左衛門・大野  
じんえもん しょう  

甚右衛門など、「尉」のつかない一般的な名  

前になっている点にあります。   

このことは、単に造立老の名前が変わっ  

たというだけでなく、江戸幕府が中世の土豪  
くちく  

的な色彩を駆逐し、蕃滞体制の基礎を確立  

したことを物語っています。  
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▲入」び）   

この庚申塔は、入曽駅近くの水野にあり、  

天明2年（1782）に道立されたものです。主尊  

の背面金剛は6腎條で、三叉鉾・宝輪・弓・  
はんらにょご：ん  

矢・宝剣・半裸の女人を手にし、二邪鬼を踏  

まえ、二童子を従えています。その下には向  
にわとり  

き合う形で2羽の鶏が、台座には三猿が刻ま  

れています。   

この石塔も左側面に、「当処転禍為福」  

「衆病悉除身心安楽」の銘文がみられます。  

二くじ 写莫15の銘文と酉引以していますが、その理  

かんけい  
由は、いずれも金剛院の寛慶という僧侶の  

指導によって建てられているためではない  

かと思われます。  

見なふいりそ二∴二うし   
この庚申塔は、商人曽の金剛院境内にあ  

しょうめんこんごうこんめし り、青面金剛を主尊とするものです。天明2年  
（1782）に道立されたこの石塔は4腎の條で、  

さんさほこはうりんほうけんけんさく  
手には三叉鉾・宝輪・宝剣・絹索を持ち、二  
じゃき とうし  

邪鬼を踏まえ、二童子を従えています。また  
やしべ」  

台座には、四夜叉が配されています。   

この石塔の右側面には、5行にねたって銘  

文が刻まれていますが、そこには「聖朝安穏  

天長地久」「国土安泰万民豊楽」「衆病悉除  

身心安楽」「寿命長遠恒受快楽」の文字が  

24  

みられるので、村人の現当二世安楽を願っ  

て建てられたことがわかります。  
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 かみひろせ    ふじ せ／′しけんしゃ   

この庚申塔は、上広瀬の富士浅間社にあ  

かんせい り、寛政11年（1799）に道立されたものです。  
丸彫りの青面金剛は市内ではこれ1基で、6  

常には写莫16と同じものを手にしています。  

そうそ／し  台座正面には、右から左に「惣村中」とあ  
り、両側面と裏面には造立にかかわった37名  

し叩けんじゃ  しょうかくいん  
の農民とともに、修験者と思われる正学院の  

名がみえます。  
ノ  

〉「しテ」．   

この庚申塔は、堀兼神社境内にあり、安永  

10年（1781）に道立されたものです。大きな  

しIq■し 自然石に青面金剛を表す種子「ウン」を刻  

み、その下に「庚申碑」の文字を彫り込んだ  

この石塔は、市内でもっとも古い文字塔で  

す。  
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しやか ○釈迦如来   

釈迦如来は、一般的には「お釈迦さま」と  

呼ばれ、多くの人に親しまれている仏教の開  

祖で、市内には2基あるのが確認されていま  

す。  
いる生がわ とくりんじ   

この釈迦如来は、入間川2丁目の徳林寺  
ほうえい  

墓地にあり、宝永6年（1709）に造立されたも  
れ人けさ  

のです。蓮華座の上に乗る丸彫りの姿は重  

量感があり、立派なものです。  

いふ  この石仏は、右手はすべての畏怖を取り  

Lルし上う せむいいん  
除き、衆生に安心を与える施無畏印を、左手  

よがんいん  
は衆生の願いを施し与える与願印を結んで  

いるので、多くの人々の現当二世安楽を願っ  

て建てられたものであることがわかります。  

この庚申塔は、水野郵便局付近にあり、  

元治元年（1864）に建てられた文字塔です。  

げんじ   

ごへい この石塔の特色は、台座正面に御幣・鈴・扇  
を手にした踊る三猿が刻まれている点で、  
さんばそう ここくほうしよう  
三番聖に見立てた五穀豊韓の祈りが込めら  

れているものと思われます。  

おうめ  なお、台座の右側面には「青梅みち  
みたけさん  みカーじま    やまぐち  
御嶽山道」、左側面には「三ケ烏道山口  

かんのん 観音みち」とあるので、道しるべを兼ねてい  
たことがわかります。  
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やくし ○薬師如来   

薬師如来は、その名からもわかるように、  

万病を治すとともに人の寿命を延ばし、医薬  

をつかさどる仏として、古くから信仰されてき  

ました。  
いる圭がわ とくり人し   

この薬師如来は、入間川2丁目の徳林寺  
ほうえし  

墓地にあり、宝永6年（1709）に造立されたも  

のです。   

この石仏は、丸彫りの立派なものですが、  

290年余もの長きにわたって風雨にさらされ  

あみだ ○阿弥陀如来  
ほうぞうぴく   

阿弥陀如来は、法蔵比丘という人が長い  
くとく  

間功徳を積み重ねた結果、ついに悟りの境  

地に到達して仏になったといわれています。  
ごくらくおうじょう   

この如来の功徳によって極楽往生できる  

という思想は、平安時代末期から鎌倉時代  

にかけての政治的混乱や打ち続く戦乱の中  
なむあみたぷつみょうごう  

で、「南無阿弥陀仏」の名号とともに全国的  

に広まり、江戸時代になると庶民もこの石仏  

を造立するようになりました。  

30  

ささいそうげんじ   
この阿弥陀如来は、笹井の宗源寺境内に  

かんぷん あり、寛文13年（1673）に建てられたもので  
す。   

この石仏は、浮き彫りの立像の上部に「車  

道立」と刻み、向かって右に「南無西方極楽  

世界阿弥陀仏」とあります。台座には、土豪  
みずむらしょうげん  

層と思われる水村将監ら10名が願主として  

じょうと 刻まれているので、彼らが極楽浄土を願っ  
て道立したもlのであることがわかります。  

こけ  
てきたためか、尊顔や神衣の一部が苔むし  

やっこ  
ています。その姿は、両手で薬壷を持つ薬  

東印の形に造られています。  
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23  

大  

日  

如  

来  

じぞうぼさつ  

地蔵菩薩  

ほうい  地蔵菩薩は、頭をまるめて法衣をまとうお  
坊さんの姿に似ているため、もっとも庶民に  

親しまれている仏といえます。それは、市内  

に残る700基余の石仏のうち、地蔵が約3別  

の204基にのぼることからもわかります。  

○地蔵信仰  
しヤかによらい   

地蔵菩薩は、釈迦如来が亡くなってから  
∴．∴・二  

56億7000万年後に弥勒菩薩が現れるまで  
しゅじょう  

の間、この世にあって私たち衆生を救い、  

ごくらく 極楽へ行けるように力を貸してくれる仏とさ  

れています。   

地蔵信仰は、平安時代中期以降に極楽  

じょうとまっほう 浄土の信仰が盛んになり、末法思想が起こ  
るにつれて全国的に広まりました。そして江  

戸時代になると、民間信仰と結びつき、庶民  

のあらゆる願いをかなえてくれる仏となった  

のです。   

地蔵菩薩に刻まれた鈷文をみると、「奉造  

立地蔵菩薩」が多数を占めますが、「二世安  

楽供費」「二親菩提也」「有縁無縁」などと刻  

まれたものもしばしばみられます。これは、死  
ぽだいとむら  

者の菩提を弔うとともに、みずからの現当二  
あか  

世安楽を祈願したものが多いということの証  

しです。  

○造立の時代的推移  
けんノ；くきょうほう   

地蔵菩薩は、元禄から享保年間（1688～  

1736）にかけて道立数が多くなり、第1期を迎  

えます。  
あんえいてんめい   

第2期は、安永から天明年間（1772～89）  

にかけてで、その後はしだいに減少します  

てノいまうかえい が、天保から嘉永年間（1830～54）と明治30  
年代（1897～1906）にかけて微増します。 

昭和になるとその造立は極端に減ります  

が、戦後の高度経済成長期である36年（19  

61）を境に再び急増し、第3期を迎えます。経  

済の成長は、私たちの生活を豊かにしまし  

たが、精神的にはゆとりのない社会へと変質  

してしまいました。この時期に地蔵菩薩の造  

立が増えたのは、こうした社会経済状況を  

反映してのものと思われます。  

○造像上の特徴   

地蔵は菩薩なので、本来は宝冠を戴き装  

身具を身につけた形をとるべきですが、頭を  

まるめて法衣をまとうお坊さんに似ていま  

す。それは、いかめしい菩薩の姿では衆生  

が近づきにくいだろうという地蔵の大慈悲  

が、そうさせたのだといわれています。  
しゃくじょう ほうじ叩   

石仏では、右手に錫杖を、左手に宝珠を  

持つ立像が大部分を占めています。錫杖と  

わ は、僧侶が持つ環のついた杖で、もともとは  
ゆぎょう インドの憎が山野を遊行するとき振り鳴らし  

て毒蛇や害虫を追ったものといいます。宝珠  
にょい  

は如意宝珠ともいい、意のままに宝など出す  

とともに、病苦を取り除くことができるとされて  

います。  
はんかふぎぞう   

このほかには、座像や半蜘鉄座像（片足  

を下へ垂れたもの）の姿をとるものや、六体  

の地蔵からなる六地蔵があります。  

だ  
い  
に  
ち  
に  
よ  

ら  
い   
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だいにち ○大日如来  

「大日」とは、偉大な輝くものを意味し、宝  

冠を戴き装身貝を身につけた菩薩の姿をし  

ているのが、他の如来と異なります。  
ち こんこうかい   

大日如来に早ま、「智」を表す金剛界大目と  

りたいぞうかl 「理」を表す胎蔵界大日がありますが、金剛  
界大日は左手人差し指を右手で握る  
ちけんいん  
智拳印を結び、胎蔵界大日は両手のひらを  

ほ一－かいじよういん  

重ねて親指の先をつける法界定印を結ん  

でいるので、容易に見分けることができま  

32  

す。  
かみわくとみ  rFいこうじ   

この大日如来は、上奥富の瑞光寺参道に  

き⊥うわ あり、享和2年（1802）に造立されたものです。  
法界定印を結ぶこの石仏は、同寺26世の  
上り）うかい  

祐海によって建てられたものですが、装身具  

は省略されています。  
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 ．∴   

この地蔵菩薩は浮き彫りの立像で、水野  

の下水野児童公園付近にあります。造立さ  
じょうきょう 

れた員享2年（1685）は、水野村が新田とし  
しんてん   

て開発されてから20年目に当たります。  

し坤じ  尊像の上には地蔵菩薩を表す種子「カ」  
たずさ  

が刻まれ、両側には同村の開発に直接携  

わったと思われる48人の名前が彫られてい  

ます。立村から20年という節目にこうした地  

蔵を建てた理由は、地蔵を介して村人の無  

事平穏を願うと同時に、村の永続を祈ると  

34  

いるまがわ   
この地蔵菩薩は丸彫りの立像で、入間川  

とくりんし  
2丁目の徳林寺境内にある「子育地蔵尊」と  

まつ  
いう小さなお堂に祀られています。  

げんろく   
元禄6年（1693）に建てられたこの地蔵  

れいけん  
は、安産と子育てに霊験があるとして、今で  

もお参りにみえる人々がいます。それは、た  

たすき くさんのよだれ掛けや禅とともに、千羽鶴や  
子供の遊び道具が奉納されていることから  

わかります。   

また、お堂の右側には穴空き石がたくさ  

いった気持ちがあったためと考えられます。   

写異でみるように、この地蔵はいつも荒縄  

でしばられていますが、これは願かけのとき  

にしばり、願いがかなったらほどいてやると  

いう、庶民の純朴な信仰心からきたもので  

す。  
ぱ   

なお、この地蔵は、俗に「化け地蔵」と呼ば  

れています（「伝説を伴う石仏（P14）」参  

照）。  
l  

んありますが、これは耳の不自由な人が、  

「よく聞こえますように」との願いを込めて納  

めたものです（「伝説を伴う石仏（P4）」参  

照）。  
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 かぎ   

この地蔵菩薩は浮き彫りの立像で、加佐  
し  
志の共同墓地にあり、元禄7年（1694）に造立  

されキものです宗 

れ    さ川二ち  この地蔵は、風下（加佐志）村の斎日衆中  
の人々が現当二世安楽を願って建てたもの  

ですが、いつのころからか、耳だれの病に御  
り竿く  
利益があるといわれるようになりました（「伝  

説を伴う石仏（P21）」参照）。  

この地蔵菩薩は丸彫りの立像で、入間川  
しげんし  

1丁目の慈眼寺裏のお堂の中にあり、元禄  

15年（1702）に建てられたものです。  
ほ什きょうげ   

尊像には、法華経の侶（仏を称える言葉を  

詰の形に整えたもの）が刻まれていますが、  

この地蔵は俗に「黒くなったお地蔵さま」と呼  

ばれています（「伝説を伴う石仏（P14）」参  

照）。  
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この地蔵菩薩は浮き彫りの座像で、  
なかしんでん  あたご  Lようとく  

中新田の愛宕神社境内にあり、正徳5年（17  

15）に建てられたものです。  
かいふよう   

この地蔵は、台座正面に9人の戒名が刻  
ぽたいとむら  

まれているので、亡くなった人の菩提を弔う  

目的で道立されたものです。  

この地蔵菩薩も丸彫りの立像で、狭山の  
たなか ほうえい  
田中共同墓地にあり、宝永5年（1708）に道  

立されたものです。   

この地蔵は、尊像全体が穴だらけになっ  

ていますが、こうした痛ましい姿になったの  

は、村人が小石でたたきながら、病が治るの  

を祈ったためです。そのため、いつのころか  

らか「田中のカンカン地蔵」と呼ばれるように  

なりました（「伝説を伴う石仏（P4）」参照）。  
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ねぎしみょうこうじ   
これは丸彫りの六地蔵で、根岸の明光寺  

てんめい  
境内にあり、天明3年（1783）に道立されたも  

のです。  
ごう   

私たち衆生が、その業によって生死を繰り  
じごく  が き ちくしょう し勅〔  

返す6つの世界（地獄・餓鬼・畜生・修羅・  
じんかい てんかい   ろくどう  
1】んね 人界・天界）を六道といいますが、六道輪廻  
の業から脱け出せない衆生に対し、みずか  

らそこに赴いて救済に当たるのが地蔵菩薩  

であるところから、六地蔵の道立がはじまり  

ました。  
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はんか  ふさヤう    カ・Lわは⊥1   

この地蔵菩薩は半踊鉄座像で、柏原の  
じょうらくじ ほうれき  
常楽寺境内にあり、宝暦7年（1757）に造立さ  

れたものです。   

この地蔵は、台座正面に延命地蔵菩薩経  

げ の侶が刻まれています。  
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32  ばとう  

馬頭観音   

馬頭観音は、その名が示すように頭上に  

馬を戴く姿をしており、市内では地蔵菩薩に  

次ぐ135基が道立されています。  

○造立の時代的推移  
しょうとく   

市内における馬頭観音の造立は、正徳元  

年（1711）からはじまります。  
きょうほう   

その道立が第1期を迎えるのは、享保か  

かんせい ら寛政年間（1716～1801）にかけてで、像容  
を刻むものがほとんどです。このころの石仏  

は、その銘文から現当二世安楽を願うもの  

と、特定の馬の供養を願うものの2種類があ  

り、造立者も村中や講中のほかに、個人のも  

のが混じります。  

ぷんかかえい  第2期は、文化から嘉永年間（1804～54）  
てんぽうノ にかけてで、とくに天保3年（1832）以降は文  
字塔の造立が急増し、しかも馬の供養塔と  

しての性格が強くなります。また、道しるべと  

しての造塔もみられるようになります。   

第3期は、明治年間（1868～1912）にかけ  

てで、このころになると馬の墓石としての造  

塔となり、すべてが文字塔となります。  

○造像上の特徴   

馬頭観音は、それ自体を條容で現したも  

のと文字塔に分類できます。  
ひ び   

像容を刻んだものは、1面2腎・1面6腎・3  
みょうおう  

面6腎・3面8腎などがあり、いずれも明王  
ばこういん  
馬口印を結んでいます。ほとんどが立像で  

すが、なかには座像もあります。   

文字塔は、寛政7年（1795）から造立がは  

じまりますが、初期のものは「馬頭観世音菩  

薩」とていねいに刻むものが多く、時代が下  

るにしたがって「馬頭観世音」「馬頭観音」と  

彫るものが出てきます。また、馬の墓石として  

建てられたものは、小型なものが目立ちま  

す。  
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．ちおやき   

この馬頭観音は1面6腎の立條で、青柳にあり、  
きょうほう  
享保14年（1729）に道立されたものです。頭上の  

馬は一部が欠けているためはっきりしませんが、  
じもつおの  

それ以外は彫りもしっかりしており、持物も斧・  
れんげ  
蓮華・弓が確認できます。   

この石仏の最大の特徴は、持物の上にある  

「鴨」の文字で、これが刻まれているのは市内で  

これ1基のみです。「ウハッキュウ」と読むこの文  

字は、「烏八日」の合字とされています。鳥八日に  

ついては、これまでにさまぎまな説が提示されて  

いますが、それらを要約すると、①鳥の意味、②  
げい  

鳥を追い払う鵜（サギに似た鳥）の変化したもの  
くもつ  

で、この鳥名を刻むことによって供物に近づく鳥  

じつけつうばそくうはい を払う、③日月の意味、④優婆塞・優婆夷の意 ぽ／しじうんだいかよう  
味、⑤梵字合字の崩れ、⑥時の合字、⑦大迦案  
じようぷつ  

が成仏の印として弟子に授けた字形、（キュウは  

「キ」、すなわち帰と八との「キハチ」に臼の「ウ」を  

加え「キキュウ」、すなわち「帰空」を表す、）カン、  

タンと読みツイバムの意味など、驚くほど多岐に  

わたっています。  
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し、るまカ†   

この馬頭観音は3面8腎の座像で、入間川  

ふくとくいんかんほう 2丁目の福徳院境内にあり、寛保元年（1741）  
に造立されたものです。   

この石仏の持物は、手先の部分が欠けて  

いるため不明ですが、台座の両側面には  
ほけきょうげ  
法華経の偶の一部と「入間川惣村中」の文  

字があるので、村中で現当二世安楽を祈っ  

て建てたものであることがわかります。  

ほりかねこんげんばL   

これも1面6腎の立憺で、堀兼の権現橋の  

けんぷん たもとにあり、元文5年（1740）に道立されたも  
のです。   

この馬頭観音は、像容の向かって右に  

「為先祖有縁聖霊追建立之」と刻まれてい  

るので、先祖や諸霊を含めて供養し、二世  

安楽を願ったものであることがわかります。6  

手のうち2手は明王馬口印を結び、残りの4  

ほうりん 手は斧・宝輪・弓・矢を持っています。  
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 しもおくと‘み   

この馬頭観音は3面6皆の立像で、下奥富  
やくも あんえい  

の八雲神社付近にあり、安永8年（1779）に造  

立されたものです。   

馬頭観音はふつう、怒った顔立ちで表現  

されますが、この石仏は大変穏やかな表情  

をしています。6本の手のうち、上の2手は  
さんさほこほうりん  
三叉鉾と宝輪を持っていますが、下の2手は  

何も持っておらず、残りの2手は明王馬口印  

を結んでいます。   

右側面をみると、「によせちく志うほつぽだ  

46  

Lもひろせ   

この馬頭観音は文字塔で、下広瀬の広瀬  

ぶんせい 橋付近にあり、文政13年（1830）に道立され  
たものです。  

そうそん  台座をみると、正面に「総郡中」とあり、右  
側面には「両広瀬村」とあるので、上下広瀬  

村の人々によって建てられたものであること  

がわかります。またこの石塔は、「日暮らしの  

馬頭さま」と呼ばれています（「伝説を伴う石  

仏（P76）」参照）。  

い也（如定畜生発菩提也）」と刻まれている  

ので、家族同様に寝起きをともにした愛馬の  

死をいたみ、その菩提を弔うために建てたも  

のであることがわかります。銘文が滞字でな  

く仮名で刻まれているのは、道を往来する多  

くの人々に手を合わせてもらいたいという、  

造立者の気持ちの表れといえます。   

なお、この石仏は「イボ神さま」ともいわれ  

ています（「伝説を伴う石仏（P51）」参照）。  
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 みずの   

この馬頭観音も文字塔で、水野にあり、明  

治18年（1885）に建てられたものです。   

この石塔は、愛馬の死を弔って建てた墓  

ひがん 石としての性格を持つもので、春秋の彼岸  
には施主の手で線香を供えるとのことです。  

ふ左ふし－りそ   

この馬頭観音も文字塔で、商人曽の中央  
かんせい  

霊園内にあり、寛政11年（1799）に造立され  

たものです。  

し妙じ  この石塔は、正面に馬頭観音を表す種子  

みょうおう 「カーン」があり、その下に「馬頭明王」と刻ま  
れています。馬頭明王の文字を刻むものは、  

市内ではこれ1基のみです。  
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39  かんのんぼさつ  

観音菩薩   

観音菩薩には、前述した馬頭観音のほか  
しょう  にょいりん  せんじ呵｝   じ叫〉ういちめん  

に、聖観音・如意輪観音・千手観音十一面  

観音などがあります。しかし石仏に限ってみ  

ると、馬頭観音以外の造立は多くありませ  

ん。ただし、江戸時代の女性の墓石には、聖  

観音・如意輪観音が多数みられます。   

観音信仰は、仏教が伝来したときからはじ  

まりますが、平安時代末期から鎌倉時代に  

じょうどぁ晶だ かけて浄土信仰が盛んになると、阿弥陀 に 
よらいわきじ おうじょう  

如来の脇侍として、浄土に往生する際に大  

切な役割を果たす菩薩として信仰されるよう  
ろくどうりんね  

になりました。また、六道輪廻の思想が広ま  

ると、六道に6休や7体の観音を配することも  
さいごくばんどうちちぷ  

行われました。そして、西国・坂東・秩父の観  

音霊場巡拝が庶民の間に普及すると、観音  

信仰はより生活に密着したものになっていき  

ました。  
ば
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伝説を伴う石仏  

【いぼ神さまと豆だわら】（奥富）  

●●  むかし、奥富にすむ人が、いぼができて苦  

しんでいたそうです。ある日、古老から八雲  

神社のうら手鎌倉街道ぞいにある馬頭さん  

が、いぼによく効くからとおそわり願かけに出  

かけました。雨の日も風の日も一日もかかす  

●● ことなく一心に祈りましたので、いぼがすっか  

りなくなりおおよろこびでした。願いがかなえ  

られた時は、かならずお礼として三個の白い  

豆だわらを供えます。これは、「おかげさま  

●●●● で、いぼがなおりましたので、これからはまめ  

にはたらけます」という意味もあったそうで  

す。   

馬頭さんは「いぼ神さま」と呼ばれ今も  

たっています。  （写真35）  

ぎおんさんげんや   
この馬頭観音も文字塔で、舐園の三軒家  

墓地にあります。造立年は不明ですが、市内  

でもっとも小さな馬頭観音です。  
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にょいりん  
○如意輪観音   

如意輪観音も石仏としての造立は少なく、  

わずかに6基を数えるのみです。その像容は ほお 

かたひぎ 頬づえをつく姿に造られ、いずれも片膝を立  
はんかぞう  

てた半跡像です。   

この如意輪観音は丸彫りの半蜘像で、  
しもおくとみにしがた 
しょうとく 下奥富の西方自治会館裏にあり、正徳6年  
（1716）に道立されたものです。   

台座正面には、一部判読が不能ながら銘  

文が刻まれています。それによると、この石  

しょう  
○聖観音  

れんげ   
聖観音は、左手で蓮華を持ち、右手は蓮  

華に添えるか、または手のひらを向けた与願  

印を結ぶものが多く、女性の墓石にみられま  

す。しかし、石仏としての道立は少なく、市内  

では文字塔を含めて12基しかありません。  
さわ   

この聖観音は丸彫りの立像で、沢の  
てんしんじ  
天琴寺境内にあります。道立牛は不明です  

ふふ  
が、慈愛に満ちたその表情と、末敷蓮華（つ  

ぼみの蓮華）を手にしたやさしい姿は、いか   

52  

にも女性的です。  仏は群衆の中にあって、人々を苦界から救う  

ことを願って建てられたものと思われます。  
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かしわはら   
これは一石に7体を刻むもので、柏原の  

てんほう  
じょうらくじ 常楽寺にあり、天保15年（18由）の慈立で  
さいにち す。この石仏は、斎日講により建セられたもの  

ふくうけんじゃく ようりゅう  
ですが、不空扁索観音の代わりに楊柳観音  

が刻まれています。  

立されたこれらの石仏は、その銘文から、同  

だんかまっ 寺の檀家を中心とした人々の手により祀られ  

たものであることがわかります。  

○七観音  
せんじゅ じごくしょう   

七観音は、六道に千手観音（地獄）・聖観  
ちくしょうじゅういちめん  

かきばとう 音（餓鬼）・馬頭観音（畜生）・十一面観音  
し㈹ら   じルんてい  じんかい   によいりん  

（修羅）・准臆観音（人界）・如意輪観音  

てんかいてんだいしゅう （天界）を配したもので、天台宗では准臆観  
ふくうけんじゃく  

音の代わりに不空謂索観音を加えますが、  

石仏では7体を個別に、または一石に7体を  

刻むものの2種類があります。  
いるまがわ   

これは7体が並ぶもので、入間川2丁目の  

とくりんじかんせい 徳林寺境内にあります。寛政5年（1793）に造  
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た。ある暑い日のことです。耳のとおくなっ  

たおじいさんが通りかかりました。  

「お－、お前さまも耳が悪いのかね、頭巾  

もかぶらねえでお天道さまにジリジリとあぶ  

られちゃたいへんじゃわい」といって小川  

伝説を伴う石仏  

【耳の石仏さま】（相原）   

むかし、中本宿の草むらに片手を耳にあ  

てているちょっと風がわりな石仏がありまし  

から冷たい水をすくい石仏にかけてあ  

げました。そんなことのあったある朝のこ  

とおじいさんの耳がよく聞こえるようにな  

りました。   

これは、いつも誰にでも親切にしてい  

るおじいさんへの、石仏の恩返しだとい  

われ、耳の石仏さまと呼ばれ大評判とな  

りました。   

今も円光寺の山門よこにちょこんと  

座っています。  （写其55）  

経典供養・塔  

伝説を伴う石仏  

【大六天さま】（相原）   

むかし、柏原にきれい好きなお  

ばあさんがすんでいました。それ  

は病てきなほどでした。ある日のこ  

と、中本宿にある「大六天さま」の  

前を通りかかったときです。子ども  
●●●●  

たちがおおぜいで、へいそくやダ  

ルマをあたりいちめんにちらかし  

て遊んでいました。   さんぽう ぷつぼう   

そう 
仏教を構成する3つの要素に「三宝」があります。三宝とは「仏・法・  

きょうてん  
憎」のことですが、このうちの法が文字で記された経典といえます。   

経典供養塔とは、ありがたいお経を読んだり書き写したりすることに、  
くどく  

はかり知れない功徳があるとする仏教の教えに基づいて造立されたも  

のです。   

をかたづけたり、掃除をしたりすると、その  
●●●  

人にたたりがあるといわれています。   

世の中には、いろいろな神さまがあるも  

のですね。その後、大六天さまはもとのとお  

りちらかされ、おばあさんも元気になったと  

いうことです。  （写真66）  

おばあさんは子どもたちをしかりつけ、き  

れいに掃ききよめてさっさといってしまいま  

した。ところがあくる日、おばあさんは急に  

原因不明の腹痛となり、浸こんでしまいまし  

た。これは大六天さまは常にちらかしてい  

ることを好む神さまで、ちらかしてあるもの  
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、■‥し－－．■ －‥  

経典読諦供養塔   

経典供養塔の中で、もっとも多く造立され  

ているのは経典読詞供養塔です。この供養  
だいじょうみょうてんほけきょうだいはんにゃきょうこうみょう  

塔は、大乗妙典（法華経）や大般若経・光明  
しんごん  
異言などの経典を、一定回数読言南した記念  

に道立されたものです。  

○大乗妙典（法華経）読諦供養塔   

大乗妙典とは、私たち衆生を迷いから悟り  

の世界に導いてくれる経典で、一般的には  
みょうほう  

法華経、すなわち妙法蓮華経をさすといわ  

れています。   

石塔には、「奉読諦大乗妙典一千部供  

養」「妙法千部供養」などと刻まれることが多  

く、市内では18世紀初頭から造立がはじまり  

ます。   

ふもんぽん  
○普門晶読謂供養塔   

普門品読詞供養塔とは、法華経のうちの  
かんぜおんぽさつ  
観世音菩薩普門品（ふつう観音経という）  

を、一定回数読詞した記念に造立した供養  

塔です。   

この石塔は、19世紀になってから造塔が  

はじまりますが、前述した大乗妙典読言肩供養  
つい甘ん  ごくらくじょうと  

塔が先祖の追善供養や極楽浄土を求める  

など、どちらかというと個人的色彩が強いの  

に対し、普門品読言南供養塔は、村落共同体  

の安泰を願って道立されています。  

だいはんにやきょう  
○大般若経読詞供養塔   

大般若経読詞供養塔とは、大般若経600  

巻を読諭した記念に道立した供費塔です。   

こうみょうしんごん  
○光明真言読詞供養塔   

光明其言は23（休止符を入れると24）の  
ぽんじ  
梵字からなり、「オン、アポキャ、ベイロシヤナ  

ウ、マカボダラ、マニ、ハムドマ、ジンバラ、ハ  

ラバリタヤ、ウム」と読みます。  

だ川二ちちえ  これには、「大日如来よ、智彗と慈悲をた  
れてお救い下さい」との意が含まれ、これを  

読言南すると一切の罪障が除かれるとされた  
べん  

ため、100万遍、200万遍と唱えた記念に供  

養塔が道立されました。  
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 うきちょうえいし  これは文字塔で、鵜ノ木の長栄寺墓地に  

ほうえい  
あり、宝永6年（1709）に道立されたものです。  

し坤じあふた   
上部に種子で阿弥陀三尊を刻み、その下  

に「奉読富商大乗妙典一千部諸願成就処」と  
ぽたいとむら  

あるこの石塔は、先祖や父母の菩提を弔う  

目的で法華経1000部を読諭した記念に建  

てた旨が、両側面に刻まれています。  
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にょらし  これは丸彫りの阿弥陀如来を主尊とする  
さわてんしんじ  

もので、沢の天琴寺境内にあります。  

文化9年（1812）に建てられたこの供養塔  

ぷんか  

は、台座正面に「大乗妙典千部供養塔」とあ  

げ り、右側面には法華経の侶が刻まれていま  
す。  

かみC・ノうせ   L／い〕】うL   

これは文字塔で、上広瀬の信立寺参道入  

あんえい 口にあり、安永5年（1776）に建てられたもの  
です。  

にちれんしゅう   
同寺は市内唯一の日蓮宗寺院ですが、  

そのためかこれには、「南無妙法蓮華経」が  
ひけだいもく  
「髭題目」と称する独特の書体で刻まれてい  

ます。  
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 かしわはら ち上うけ／しし   

これは文字塔で、柏原の長源寺境内にあ  
けいおう  

り、慶応元年（1865）に道立されたものです。  
れんきょう  

台座正面に「連経講」とありますが、これは観  

音講のことと思われます。  

しもひろせ   
これも文字塔で、下広瀬にあり、慶応2年  

（1866）に建てられたものです。  

しもごうかみごう  この石塔は、下郷15人、上郷5人からなる  
観音講中が道立したもので、その目的は普  

門品1万巻を読詞した記念に、村落の安泰  

を願って建てたことが、右側面に刻まれた  

「天下泰平百様成実」の銘文からわかりま  

す。  
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ねぎしふようこうじ   
これは文字塔で、根岸の明光寺にあり、  

きょうほう  
享保14年（1729）に道立されたものです。   

正面に「奉納大般若経六百巻所」とあるこ  

の石塔は、天下泰平と国土安全を願って大  
ほうえ  

般若経600巻の読詞を終えた法会を開いた  

際、その記念として建てたものであることが  

銘文から読み取れます。  

これは浮き彫りの大日如来を主尊とする  
ムな・左いりそ  二／L二うい／L  り1き．りう  

もので、商人皆の金剛院裏にあり、文久2年  

（1862）に建てられたものです。   

正面上部に光明真言を円形に配置し、そ  

の下に大日帥来を配した石塔は、天下素平  

と国土安全を願う話中により造止されたもの  

です。  
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しやきょう  

写経供養塔  
はけきょう  だいはんに▲Pきょう   

写経供養塔とは、法華経や大般若経などの経  

典を後世に伝えるために書き写したり、あるいは  
くとく  

写経することを修行とし、これを果たした功徳とし  

て道立された供奉塔のことをいいます。  

ねんぷつ  

念仏供養塔  
くとく   

念仏とは、仏の功徳や姿を心に思い浮かべ、  
みょうごう  

「南無阿弥陀仏」の名号を口で唱えることをいい  

ます。   

我が国では、平安時代中期以降、仏教上の歴  
ま1ほう  

史観である末法思想が、打ち続く戦乱や災害の  

続発から来る社会不安により徐々に浸透すると、  

南無阿弥陀仏を唱えさえすればだれでも極楽往  

生できるという教えが急速に広まりました。   

そしてこの信仰は、やがて多くの庶民の支持を  

得るようになり、江戸時代になると各地に念仏講  
ひぐくまんペ人 ろくさい  

が結成され、百万遍念仏供養塔・六斎念仏供養  
かん  

塔・寒念仏供養塔などが道立されるようになりま  

した。  

○念仏供養塔の主尊   

市内には、56基にのぼる念仏供養塔の存在が  

確認されています。   

このうち條容を刻むものは52基ですが、これを  
じそう：まさつ  

主尊別に分矩すると、47基が地蔵菩薩であり、残  
あふだ 

しょうぼとう りは聖観音・阿弥陀如来・馬頭観音が各1基とな  

ります。  

○造立年代   

市内で最初に念仏供養塔が建てられたのは  
しもおくとふこうふくじ  

かんぷん 寛文13年（1673）で、下奥富の広福寺墓地にあり  
ましたが、今は失われてしまいました。造立が急  

きょうほうげんぷん  
増するのは享保から元文年間（1716～1741）にか  

けてで、なかでも享保4年（1719）には9基が造立   
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されています。この傾向は入間市・飯能市でもみ  

られるので、この年に何があったのか興味を引か  

れますが、現在のところ不明です。  

かんえんほうれき  その後は、寛延年間（1748～51）と宝暦年間  
てんめし－ （1751～64）に各3基、天明年間（1781～89）と  
てんほう 天保年間（1830～44）に各4基が建てられます  

あんせい  
が、幕末の安政7年（1860）を最後に、以後はまっ  

たくみられなくなります。  

○道立者と造立の趣旨   

念仏供養塔を道立者別に分類すると、次のよう  

になります。  

①「念仏講」「講中」「結泉」などの集団名を刻ん   

だもの→23基  

②「村中」「惣村中」など、村落共同体を刻んだも   

の→12基  

③「同行何人」または単に人数名などを連記した   

もの→5基  
ろくさし、にちさ川二ち  

④「六着日」「斎日」の文字を刻んだもの→9基  

⑤個人名を刻んだもの→4基  

⑥「念仏講中」と「村中」を併記したもの→1基  

⑦「斎日講中」と「惣村中」を併記したもの→1基   

こうしてみると、念仏信仰は個人的なものでは  

なく、その信仰を中軸として結成された念仏講が  

主体であったことがわかります。   

次に、道立の趣旨をみると、造立初期は「二世  

安楽」「西方往生」を刻むものが多く、後期になる  

と主尊のほとんどが地蔵であったためか、■仏説延  

命地蔵菩薩経の侶を刻むものが多くなります。   

以上のことから念仏供養塔の道立は、この世と  
さいやく  

あの世の二世にわたり、すべての災厄を除いて  

安穏な村を作りあげたいとの願いから生まれたも  

のといえます。  
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 に⊥い）／L か／Lしり人   

これは浮き彫りの如意輪観音を主尊とす  

るもので、狭山の消防団消防小屋裏の墓地  
あんえい  

にあり、安永2年（1773）に道立されたもので  

す。  
せ・つきょう   

台座正面に「石程塔」と刻まれたこの石塔  

たなか は、田中村の農民により建てられたもので  
き上うもん  

す。石経とは、法華経などの経文を1文字ず  

つ石に写すことで、祇に書き写すよりも数倍  

の時間がかかりますが、その反面、より多くの  

人が関与できたため、こうした石塔が造られ  

るようになりました。  
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しそうほさ1   

これは浮き彫りの地蔵菩薩を主尊とするも  
Lもおくとムニうふくし  

ので、下奥富の広福寺柴地にあり、市内最  

古のものでしたが、現在は失われてありませ  

ん。  
かんぷん   
電文13年（1673）に道立されたこの石仏  

は、その銘文に「二世祈者也」とあるので、  

12人からなる念仏講中の手で、二世安楽を  

願って建てられたことがわかります。  

これも浮き彫りの地蔵菩蘭を主尊とするも  
小しわは【1 うわL．【Jく  り′′しろく  

ので、相原の上宿にあり、元禄4年（1691）に  

造立されたものです。  
しL小し   

この石仏は、正面上部に地蔵を表す種子  

「カ」があり、その下に像容が刻まれていま  

す。傾容の向かって右に「二世安楽」、左に  

「同行四拾五人」とあるので、同信者による  

集団が二伸安楽を聴って建てたものである  

ことがわかります。  
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」；んか▼∋、さてつ   

これは半伽鉄座條の地蔵菩薩を主尊と  
かLわばら  えんこうし  

かんえん するもので、柏原の円光寺にあり、寛延2年  
（1749）に道立されたものです。  

さ川二ち   
この石仏は、斎日講中の善男善女が建て  

たものですが、「斎日」とは、毎月8日・14日・  

15日・23日・29日・30日の6日間をさし、この  
はちさいかl  

日は仏教上の八斎戒を守り身を慎む精進日  
かね  

で、鉦や太鼓をたたいて念仏を唱えました。  

ろくさい そのためこれを、「六斎念仏」ともいいます。   
なお、この供香塔は、地蔵が頬づえをつく  

おお ように右手で耳を覆う姿をしているため、い  
つのころからか「耳の石仏さま」と呼ばれ、耳  

の病に霊験があるといわれるようになりまし  

た（「伝説を伴う石仏（P56）」参照）。  

これも浮き彫り地蔵菩薩を主尊とするも  
ささし、   そうげんじ  きょうほう  

ので、笹井の宗源寺入口にあり、享保4年  

（1719）に造立されたものです。   

この石仏は、台座に刻まれた銘文から、笹  

井村の村人が建てたものであることがわか  

ねぎL ります。この年は、隣接する根岸村をはじめ、  
いるまがわきたいりそかさしかみおくとみしもひろせ  
入間川・北入曽・加佐志・上奥富・下広瀬な  

ど、計8か村で同様な供賛塔が道立されて  

います。  
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：去りL力二うこいし   

これは文字塔で、堀兼の光英寺境内にあ  
きょうほう  

り、享保12年（1727）に造立されたものです。  
あ‘視た   

この石塔は、正面上部に阿弥陀三尊の種  

子があり、その下に「奉道立念仏弐億万適  

供華塔」と刻まれています。「弐億万遍」と  

は、南無阿弥陀仏を2億万回唱えることで、  

その成就を記念して建てられたものです。  

銘文をみると「惣人数百十一人」とあるの  

で、多数の村人がこの道塔に関与したこと  

がわかります。  

これは浮き彫りの地蔵菩薩を主尊とするも  
なかしんてんあたこ ほうえい  

ので、中新田の愛宕神社境内にあり、宝永7  

年（1710）に道立されたものです。  
カーんねんぷつ   

この石仏は、寒念仏供善塔といわれるも  

のです。「寒念仏」とは、1年でもっとも寒さの  

厳しい小寒から節分までの：∃0日間にわた  

り、鉦をたたき念仏を唱えながら諸所を巡回  

する一種の苦行です。銘文によると、この道  
）j〉うそう ほつかん  

塔は隆宗和尚の発願により行われたもの  

で、それには13人の同行者がいたことがわ  
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かります。   

なお、この石仏は道しるべにもなっていま  

す。  
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にほんきりぺ一く   
聖地を巡拝することは、世界的にみられます。『日本紀略』には、  

えんゆういんほうおう  
円融院法皇が諸寺を巡拝したことを載せているので、我が国では平  

ほけきょう  
安時代から行われていたことがわかります。また、法華経を保存する目  

れいじょうのうきょう  
的で、全国66か所の霊場に納経して回ることも鎌倉時代初期には行わ  

れていました。  
かんグ〕ん   

こうしたなか、観音霊場を巡拝して回る信仰は、江戸時代になって  

交通網が整備されると庶民の間にも広まりました。   

巡拝供養塔とは、こうした霊場を巡拝した記念に建てられたものを  

いいます。  

Lよう  これは浮き彫りの聖観音を主尊とするもの  

で、下奥富の広福寺墓地にかつてありまし  

た。地蔵菩薩以外を主尊とするものはわず  

えんほう か3基しかありませんが、延宝元年（1673）に  
造立されたこの石仏は、そのうちの1基で  

す。  
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 みなふいりそ   

この供費塔は商人曽の電車基地北側の できます。  

かんせい 墓地（金剛院墓地）にあり、寛政10年（1798）  
に造立されたものです。  

あ．孜だ しゅじ   
正面に阿弥陀三尊の種子があり、大きな  

文字で「奉納大乗妙典日本廻国供娘塔」と  

刻むこの石塔は、その左右に「天下泰平」  

「日月清明」とあります。この銘文をみると、  

仏の教えに従って修行を積み、仏の悟りを  

得ようとする僧侶の姿と、村落の無事安穏  

を願う気持ちが表れているのを知ることが  
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l′∫ノ」 い L二   

この供養塔は商人皆の金剛院境内にあ  

り、寛政7年（1795）に造立されたもので、中  

央に西国を、その両側に板東・秩父と刻み、  

合わせて「百番順礼供養塔」と彫られていま  

す。  
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あおやぎあ・1でLき   

この供費塔は青柳の新屋敢バス停付近  

の三差路にあり、明治26年（1893）に道立さ  

れたものです。   

この石塔には、百番観音霊場のほかに出  

羽三山や日本三景の地名なども刻まれてお  

り、巡拝地が多方面に及んでいることがわか  

ります。  
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l  
その他の石仏   その他の石仏  

や「ヤ？…讐 

道しるべ   

¢3  

現代の道しるべは、単に行き先を示す   道雪  

「物」でしかありませんが、江戸時代のそれ   

は神や仏としての性格を持っていました。そ   
じぞう ぽさつ   ばとう   

のことは、道しるべの多くに地蔵菩薩や馬頭   

かんのん   ぺ   

ます。   

道しるべは本来、見ず知らずの旅人が、   

迷うことなく目的地へ到着できるようにとの配   

庶から建てられたものです。それでは、自分  

たちの利益に無関係な道しるべを、なぜ村  

人は建てたのでしょうか。   

私たちは、社会の中で互いに支えあって  

生きています。1人の人間がこの世を生きる  

には、今も昔も目にみえない多くの人々の力  

添えがあってのことですが、当時はこれに加  

かご えて、神仏の加護が人の一生を大きく左右  
すると考えられていました。   

決して楽な暮らし向きでなかった当時の  
じようぎ＝  

農民が、大切な金銭を浄財として出し合っ  

てまで道しるべを建てたのは、それが「人の  
かな  

道に適う」と考えていたためと思われます。  
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しもおくとJ   

この道しるべは、下奥富の旧国道と 善を施すことが死後の極楽往生につながる あかまがわ                       かんせい  
赤間川通りが合流する三差路にあり、寛政5  

年（1793）に造立されたものです。  

おおやま  左側面に「大山道」、右側面に「はんのふ  
（飯能）子ノごんげん（子ノ権現道）みち」と  

あるこの石塔は、正面に「南無阿弥陀仏」の  
みょうごう  
名号が刻まれています。  

かんぜんほつがん   
この石塔は、僧侶と思われる覚書の発願  

により、下奥富村の村人が協力して建てたも  

のです。彼らがこれを建てたのは、この世で  

と考えていたためと思われます。  
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この道しるべは、浮き彫りの馬頭観音を主  

かしわばら ひがしうわじ仙く  
尊とするもので、柏原の東上宿バス停前に  

あり、寛政8年（1796）に造立されたもので、  

おおたがやさかど 「右大田ケ谷」、「左坂戸道」とあります。   
馬頭観音は、馬の守護仏として江戸時代  

には各地に建てられました。それは、馬が物  

資の運搬に重要な役割を果たしており、当  

時の村人の生活に密着していたためです。  

そのため、道しるべには交通の守り本尊とし  

て馬頭観音が刻まれるようになったのです。  

84  

この道しるべは、丸彫りの地蔵菩薩を主尊  

みずの とするもので、水野の入官多目的広場人口  
の十字路にあります。  

こうか  弘化3年（1846）に建てられたこの石仏に  

は、台座正面に「東新かし（新河岸）川ごへ  

（川越）道」、右側面に「扇町屋ミち」、左側面  

に「南ミかじま（三ケ島）道」、裏面に「西青梅  

みたけ（御嶽）道」とあります。   

これは個人の手で建てられたものです  
かいふよう  

が、戒名が刻まれています。その理由は、道  

を行き交う人々に善を施すことにより、今は亡  
ぼだいとむら  

き家族の菩提を弔うという道立者の気持ち  

の表れと考えられます。  
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その他の石仏  

種子と真言について   

しゅじぽさつぼんじ    「種子」とは、仏や菩薩などを像容で現す代わりとして、梵字を組み合わせたものを  
いいます。  

しんごん  
「真言」とは、真理を語った言葉という意味で、梵字で標記されるのが一般的です。  

石仏に刻まれる代表的な種子と其言を掲げると、次のようになります。  
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かしわばらもとじルく   
この石塔は柏原の本宿バス停付近にあ  

あんせい り、安政6年（1859）に建てられたものです。  
だいろくてん   

この大六天は俗に「ちらかしさま」と呼ば  

れ、周りを掃き清めたり片付けたりすると、た  

たりがあるとの伝説があります。  

よくかい  大六天は第六天とも書き、仏説では欲界  
てんま  

の最上に位置する天魔で、他人の楽しみを  

自在に自分の楽しみに変える力を持つとさ  

れ、たたりの多い神とされています。  

（「伝説を伴う石仏（P56）」参照）  
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てんぽうりんりん  

【転法輪印】  印相について   

いんそうにょらい     印相とは、如来などの諸仏が、両手の指を組み合わることにより、宗教上の理念を  
表現することをいいます。  

ここでは、石仏でよくみられる代表的な印相を紹介します。  

説法印のひとつで、右手は親指と人差し指で輪を  

作って掌を外に向け、左手は親指と中指で輪を作っ  

て掌を上へ向けます。阿弥陀如来や釈迦如来にみら  

れます。  

らいごういん 【来 

訪牌  

阿弥陀如来が結ぷ印で、右手は上に、左手は下に向  

け、親指と人差し指で輪を作るもので、死者を迎える  

形を示します。  

ちけんいん 【智拳洛  
ほっかいじよういん  

【法界定印】  

左手の人差し指を右手で握るもので、「智」を表し、考  
こんごうかいだ川こちにょらい  

える形です。金剛界大日如来が結ぶ印です。  

せむいいん  

【施無畏印】  右手を挙げて指を伸ばし挙を開いた形で、すべての  
しゅじょう  

恐れを取り除き、衆生に安心を与える印です。  たなごころ  
左手の掌の上に右手を重ね、親指をつけるもので、  

たいそ◆うかい  
「理」を表し、悟りの境地を示します。胎蔵界大日如来  

しヤかにょらい  ぜんじよういん  
が結ぶ印ですが、釈迦如来が結ぶと禅定印、  
やくしによらい ゃっこいん  
薬師如来が結ぶと薬壷印となります。  

∴‾・・、  

よがんいん 【与願印】  
u J  

左手を下げて指を伸ばし掌を開いた形で、衆生の願  

いを施し与える印です。  
しょうかんのん  
聖観音では、右手を下げて与願印とします。  みだじよういん  

【弥陀定印】  
あ鬼だにょらい  

阿弥陀如来が結ぶ印で、両手の指を組み、親指と人  

差し指で輪を作るもので、実理に達する姿を示しま  

す。座像の阿弥陀如来によくみられます。  
がっしよういん 【合掌印】  じぞうぽさつ  

両手を合わせた形で、地蔵菩薩や阿弥陀三尊の  
わきじせいし  
脇侍の勢至菩薩などが結ぶ印です。  

せっぽういん 【説法印】   
阿弥陀如来が結ぶ印で、両手の親指と人差し指で  

輪を作って掌を外へ向けたもので、説法する形を示  

します。立條の阿弥陀如来によくみられます。  

h
苅
′
 
－
ヽ
」
 
 
〓
〓
〓
U
 
l
－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
 

みようおうばこういん  

【明王馬口印】  
ぱとうかんのん  
馬頭観音が結ぶ印です。  
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げ  

偏について  

げ  

「侶」とは、仏教の経典などにある仏を称える言葉を、詩の形に整えたものです。そ  

の種類は100種とも200種ともいわれていますが、石仏に多く刻まれるものを掲げると、  

次のようになります。  

① 光明遍照 十方世界 念仏衆生 摂取不拾  （観無量寿経）  

② 諸行無常 足生減法 生滅々己 寂滅為楽  （捏欒経）  

③ 今此三界 暫定我有 其中衆生 悉此吉子  （法華経讐諭品）  

④ 一念弥陀仏 即滅無量罪 現受無比楽 後生清浄土  

（観世音菩薩往生浄土本線経）  

⑤ 十方仏土中 唯有一乗法 無二亦無三 除仏方便説（法華経方便品）  

⑥ 願以此功徳 普及於一切 我等与衆生 皆共成仏道（法華経化城諭品）  

⑦ 願以此功徳 平等於一切 同発菩提心 往生安楽国（観無量寿経疏）  

⑧ 設我得仏 十方衆生 至心信楽  欲生我国 乃至十念 若不生者   

不取正覚  （無量寿経・上）  

⑨ 毎日農朝入諸定 人語地獄令離苦 無仏世界度衆生 今生後世能引導  

（仏説延命地蔵菩薩経）  

石 イム 士也 図  

【参考文献】   

狭山市編『狭山市史』民俗編（昭和60年3月）   

坂戸市教育委員会編『坂戸市史』民俗史料編・石造遺物（昭和58年2月）   

庚申懇話会編『日本石仏事典』（平成2年6月・雄山閣出版）   

日下部朝一部署『石仏入門』（昭和53年8月・国書刊行会）   

中村瑞隆・石村喜英・三友偉容編著『梵字事典』（平成5年10月・雄山閣出版）   

狭山市立博物館常設展示物『狭山の絵本』（平成3年11月）  

90  
91   



▼・・」  ⊂⊃ N LJつ ［＼－ 〔×⊃ 七【 くコ）く⊃ N  寸 L＿∩▼・」  
N N N N N ぐつ ぐつ 寸、・寸  

椰 帥  
†－■  ＝  ＝  ＝  ＝  ‖■  ＝  ‖■  ■■■  ‖■  「ナ 寸 Ln  

師  師師師師師師師師師  師師師   

姓  曽患患曽浩  

珂  

キヨ   
′者   横横津簿満雄掛掛登   

′者ミ⊇傾  

騨  佃回駆   

望  

梗  

恵   

（  

鮮  

宗  

世  

堅   
○弓（壱（稗  

最長鞘Ⅱ抑抑霹霹柵紳  金台塾  

璧  烈監嘩嘩輝憤慨遅霜  傑解題  

■   ■          llllll 山   

93   



N    LC〉 u⊃ くコ〉 －ポlト・C〇    ⊂⊃    ⊂⊃ 「■    Lrつ  
L－「）（．⊂）   の T－■   †・・｛ 【■ ▼→ N m m  

椰 師  し√）   くエ）（．⊂）  （．D   咄椰 椰椰 椰咄椰椰咄椰 椰 椰珊 瑚   師師 師師 師師師師師師 師 師師 叶   
掛  ■   ■       ■   ■       ■   ■   ■   ■   ■   ■       ■       ■   ■       ■   ＝∽ mm NN層N N ト m  讐＝  ≡  
串1 鰻  ‾      l  ：：：： ■li ■ －       ■ －  

‖l：：・‖      ・…、・…   

（  

位  

望  

（ 
捜  

号  壷壷 蛸壷 壷童蔵敷与壌 壷 冊置 喩  

■       ＝：＝＝    ：       王；    王：‖  

：：ll；；ll 賀Il：：ll ：‡ll      ：：ll 王：… ：：ll王：ll  

箪 ＝＝ ＝＝ 竺             ：：  
催促 半値 促音音素者低 値 催促 着   

■ 

亮  

．． ． 

．．”．．‖ 

1  

世   

葉■■t■型．．．．E！●■是川■■1   

95   



⊂⊃  ぐつ、寸1α〇（こ〉 の N ⊂つ  （エ）卜＿  N  

椰 師  …… ・・・ ……・・・・・・・・・・‖・‖  ……  一語   

掛  浩彗  璧浩  
－■  ▼・・｛  

1司  
▼・・｛ －」  †・→  †・・→  N  

娼  

（  

薯  

捜  

忘  

斡  

世  

97  

し1   



ぐつ LJつ rJ  N O〇  の  m  
N ぐつ －ナ  Ln しJつ  

椰 師                    N（X）  

椰椰椰   椰椰   Lつ  u⊃  

師師  師師師  師師  師  師   

掛  
■    ■    ■  ■    ■  声  ■  
N∞∽   コ11く  m   ∽  

」＞1 鰻   岸′者潜   回佃   堕   督  

順琳  柵駆増  舞憩  柵  騨   

（  

÷  

薯  

梗  

垣  ■…＝ ■…＝  ■■■  

．．■：：■：      ・ヨ         ・ヨ   ■■  
）      ）  ）      ）   ＼ J  ）  ＼ J  

腫細  囲囲匝  腫腫  腫  囲  
三三  宣言三  三三  言  言  

トト  1トト  トト  ト  ト   

斡  

亮  
糎  

霞  

紳  

世  

：    ＝ 忘         lヨ  Ill   

99   



⊂⊃ ⊂つ  トー m L∫つ  、寸1（．D  

［、  ぐつ －ポ  

てナ Uつ LJつ  

… … 研   

椰 帥                寸  
（こ）（こ）  

田  
■  ■  

ト   
■    ■         ■    －    ■         ■    ■  
ト   1尺 寸 N   ∞ ∽  

車1 鰻                                                         コ  

■   

－  

＝≡ ．…  
一   

（  

サ6  

々U  

留  

樺  

三 三 

垣  

）  ）  ）     ）  ）     ）     ）  ）     ）  

／｛・＼  

亮  

世  

101   



［＼－ ▼・・・｛  T・・」  （」D  （、⊂〉 0〇 ⊂nてナ  
「ナ 「ポ 寸 L∫つ  

椰  
▼・・・」 N  ⊂Yつ  ⊂つ  瑚椰椰咄  

師  
師師   師   師   師師師師   

掛  掛掛   
掛   掛   掛掛掛掛  
ぐつ  m  （．⊂）ぐ］ ■勺」「寸  

†－■  †－■  

珂 現  
T・・・■ †－■                             登増   野   宙   登壇墜堕  

（  

べ  
キU  

慣  
壁  

薯  J   （  

煙  

香壱定置  

恵  

筆 筆  

聾  

亮  

ご  

楳輝  
三  景   薯柵   ○試掘塑稗  

一      ・・芸．．  1：l・  
各療  塗慣  鮮紅暮さ  
・・ 一     ＿ lll  －1l   

103   



あ と が き  

足の向くまま気の向くままに市内を散歩すると、寺院の入口や四つ辻などで石  

ばとうかんのんせきぷつ 造のお地蔵さまや馬頭観音さまに出会うことがあります。これらはふつう「石仏」と  
こうしんとうすいじん 

いしがみ 呼ばれていますが、な机こは庚申塔や水神など、「石神」としての性格を持つもの  
もあります。   

狭山市内には700基余りの石仏がありますが、このうち道立年がわかっている  

ぽさつ のは603基です。その多くは地蔵菩薩や馬頭観音・庚申塔ですが、なかには  
ねんぷつこう かんのんれいじょう  
念仏講と呼ばれる同信者の集団によって建てられた供養塔や、観書霊場を巡拝  

した記念に建てたもの、また、街道を往来する旅人の便を図るための道しるべな  

どその種類は多岐に及びます。   

これらの石仏は、江戸時代から明治時代にかけて、その大多数が農民の手に  

より道立されていますが、彼らが石仏を建てたのは目的があってのことです。その  

目的は、農作物のげんとう豊かな実りを願うものであったり、安産や病気平癒など  
にせいあんらく  

多種多様ですが、根本には「現当二世安楽」つまり「この世とあの世」の二世にわ  

たり、幸せに暮らせることを願うという信仰心から出たものといえます。言い換えれ  

ば市内の石仏は、農民の生活の中から生まれ出たものなのです。  

ろばう  このたび開催する写真展「狭山の石仏’99」は、こうした路傍の石仏に焦点を  
当て、それを信仰面から分類し、代表的なものを展示することとしました。この中に  

は、残念ながらすでに失われたものもあります。20世紀も終わりに近づいた今日、  

多数の皆様方にご観覧いただき、石仏に対する関心が少しでも深まれば幸いと  

考えております。  

（企画展「写真展 狭山の石仏’99」一開催にあたって－より）   

市内の石仏をカラー写真で展示した企画展「狭山の石仏’99」は、好評のうち  

に終了しました。その後、市内外の多くの皆様から図録や写莫集の発行を望む声  

を沢山頂戴いたしました。そこで、博物館では、21世紀のスタートの年に新たな気  

持ちで『狭山の石仏』と題した本書を編みました。  

「狭山の石仏’99」の展示をベースとして、図録と写莫集の性格を兼ね備えた  

内容になっております。さらに、地区別の石仏地図を新たに付け大きさもコンパクト  

にしましたので、散歩のお供として携えていただければ路傍の石仏のガイドブック  

としてもご利用いただけます。そして、この小さな本から、過去の人々のさまぎまな  

思いを感じていただけたら幸いに存じます。   

最後になりましたが、巻頭の詰「草」及び挿絵、それぞれの掲載をご快諾いただ  

きました、共に本市在住の詩人の吉野弘氏、童画家の池原昭治氏に対し、心より感  

謝申し上げます。  

平成13年3月  

狭山市立博物館  
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狭山の石仏  

平成13年（2（氾1年）3月30日発行  

編集・発行 狭山市立博物館  

〒350－1324  

埼玉県狭山市稲荷山1－23－1稲荷山公園内  

TELO42－955－3804  

印 刷 所 エンジェル印刷株式会社  

埼玉県狭山市水野507－1  

佗弓萱萱本文は古紙配合率100％の再生紙を使用しております。  
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宮
野
八
兵
衛
 
 

大
野
正
兵
衛
 
 

斎
藤
六
郎
左
衛
門
 
 

浅
野
七
平
 
 

斎
藤
得
右
衛
門
 
 

口
口
久
右
衛
門
 
 

口
島
小
左
衛
門
 
 
 



石
橋
十
一
ケ
所
建
之
 
 
 

（
右
）
天
保
七
丙
申
年
四
月
吉
日
 
 
 

（
左
）
当
村
 
 施

主
 
沼
崎
彦
右
衛
門
 
 
 

〔
写
真
7
〕
 
 

（
正
）
 
 

二
十
三
夜
塔
 
 
穂
大
勢
至
菩
薩
 
 



〔
写
真
8
〕
 
 

（
正
）
蚕
影
山
大
権
現
 
 

（
右
）
文
政
十
三
庚
寅
歳
 
 

四
月
吉
祥
日
 
 

（
左
）
願
主
 
講
中
 
 
 



⑥  ⑤   ④   ③   ②   ①  

立建 海教 住現 午庚 歳三 禄元  

〔
写
真
9
〕
 
 

種  種  種   種   種  

子  子  子   子   子  

種
子
（
石
憧
六
地
蔵
立
像
）
 
奉
再
建
之
 
 

五
左
衛
門
 
 

書
衣
地
蔵
尊
 
世
話
人
 
吉
右
衛
門
 
 

善
右
衛
門
 
 

天
葦
地
蔵
尊
 
 

人
福
地
蔵
草
 
庵
主
 
当
村
中
 
 

天
月
地
蔵
尊
 
法
界
万
霊
 
 

棋
里
地
蔵
尊
 
有
線
無
縁
 
 

乃
至
法
界
 
 

平
等
利
益
 
 
 

常
泉
寺
 
 

現
住
隆
寛
 
 



（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

〔
写
真
1
0
〕
 
 

）
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 
（
右
）
 
 

（
正
）
安
永
十
丑
歳
 
 

石
橋
供
窺
 
 

二
月
吉
日
 
 
 

願
主
 
 得
性
 
 
 

風
下
村
中
 
 
 



〔
写
真
〓
〕
 
 

（
正
）
 
（
馬
頭
観
音
座
像
）
 
石
橋
供
養
塔
 
 
 

（
右
）
安
永
十
字
丑
年
 
 

三
月
吉
祥
日
 
 
 

（
左
）
入
間
郡
入
間
川
村
 
 

講
中
 
願
主
行
者
 
 

小
沢
忠
右
衛
門
 
 
 



（
正
）
敷
石
供
養
塔
 
 

（
右
）
天
保
三
壬
辰
年
六
月
吉
祥
日
 
 

庄
屋
 
 

水
野
忠
助
 
 

（
左
）
助
力
 
 

近
村
中
 
 

〔
写
真
ほ
〕
 
 

台
（
右
）
助
力
 
 

（
 
 

小
沢
□
□
□
 
ほ
か
七
名
 
 

斎
日
講
中
 
 
 

（
左
）
念
仏
講
中
 
 

栗
原
辰
五
郎
 
ほ
か
八
名
 
 
 

）
 
 

座
 
 

（
正
）
発
願
 
 

義
憤
 
 

水
野
豊
吉
 
 

栗
原
清
右
衛
門
 
 

吉
野
佐
兵
衛
 
 



（
正
）
奉
供
養
庚
申
待
結
集
□
 
（
三
猿
）
 
 

霜
月
朔
日
 
 

〔
写
真
1
3
〕
 
 

肯
寛
文
九
己
酉
年
 
 
施
主
 
仏
心
坊
 
 

小
沢
平
左
衛
門
尉
 
 
 

ほ
か
一
〇
名
 
 
 

敬
白
 
 



〔
写
真
1
4
〕
 
 

延
宝
五
年
 
 
 

（
正
）
 
（
三
猿
）
 
 

巳
二
月
十
三
日
 
 

田
中
仁
左
衛
門
 
 

ほ
か
一
八
名
 
 
 



〔
写
真
1
5
〕
 
 

（
正
）
 
（
青
面
金
剛
立
像
）
 
 
 

（
右
）
唯
願
本
尊
青
面
金
剛
四
帝
夜
叉
諸
巻
尾
等
 
 

降
臨
此
処
永
安
鎮
座
聖
朝
安
穏
天
長
地
久
 
 

国
土
泰
平
万
民
豊
発
令
法
久
住
利
益
有
情
 
 

信
心
願
主
助
成
壇
那
衆
病
悉
除
身
心
安
楽
 
 

寿
命
長
遠
恒
受
快
楽
及
以
法
界
平
等
利
益
 
 

（
左
）
天
明
二
壬
寅
歳
二
月
吉
日
 
願
主
 
当
村
中
 
 

名
主
 
小
野
田
良
右
衛
門
 
 

御
嶽
山
金
剛
院
寛
歴
代
 
 

（座  台）   

（
四
夜
叉
像
）
 
 
 



（
左
）
奉
安
座
尊
像
 
施
主
当
村
中
 
 

当
処
転
禍
為
 
大
小
善
男
女
 
 

禰
衆
病
悉
除
 
 

身
心
安
楽
之
 
 

御
祈
願
敬
白
 
 
 

（
右
）
 
 

〔
写
真
1
6
〕
 
 

（
正
）
 
（
育
面
金
剛
立
像
）
 
 

開
眼
尊
師
 
 

御
嶽
山
金
剛
院
法
印
寛
慶
 
 

維
持
天
明
二
壬
寅
年
□
月
吉
日
 
 

淳
覚
庵
主
春
海
代
 
 

発
願
 
水
野
氏
寛
伴
 
 



（
正
）
 
（
青
面
金
剛
立
像
）
 
 

〔
写
真
1
7
〕
 
 

台
 
 

（
（
裏
）
武
州
高
麗
郡
上
広
瀬
村
 
 

寛
政
十
一
未
十
二
月
吉
日
 
 

正
学
院
 
 

（
正
）
 
 

機
 
 
 
中
 
 

（
右
）
斎
藤
喜
左
衛
門
 
 

ほ
か
一
七
名
 
 

（
左
）
清
水
吉
次
郎
 
 

ほ
か
一
五
名
 
 

下
郷
 
 

岸
庄
右
衛
門
 
中
 
 
 

ほ
か
二
名
 
 
 

講  



（
正
）
 
 
 

〔
写
真
1
8
〕
 
 

安
永
十
辛
丑
四
月
日
 
 
 

種
子
 
庚
申
碑
 
 
 



（
正
）
庚
申
塔
 
 
 

（
右
）
元
治
元
甲
子
歳
 
 

九
月
吉
日
 
 
 

（
左
）
 
 
 

水
野
村
 
 

願
主
 
 宮

岡
伊
左
衛
門
 
 

〔
写
真
1
9
〕
 
 

御
嶽
山
道
 
 

台
 
 

（
（
左
）
此
方
 
 

三
ケ
島
道
 
 

山
口
観
音
み
ち
 
 
 

（
正
）
 
（
三
猿
）
 
 
 

（
右
）
此
方
 
 

青
梅
道
 
 



〔
写
真
2
0
〕
 
 

（
正
）
 
（
釈
迦
如
来
立
像
）
 
 

（
裏
）
 
 

武
州
入
間
郡
入
間
川
村
福
象
山
穂
林
禅
寺
現
住
法
山
格
雲
曳
安
置
之
者
也
 
 

霜
月
吉
祥
日
 
 
 

干
時
宝
永
六
己
丑
年
 
 



（
正
）
適
 
 

〔
写
真
2
1
〕
 
 
 

南
無
西
方
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
 
 

（
阿
弥
陀
如
来
立
像
）
 
 

寛
文
十
三
発
丑
天
二
月
八
日
 
 

水
村
将
監
 
 

野
田
市
右
衛
門
 
 

武
井
七
□
□
 
 

藤
倉
□
□
口
衛
門
 
 

野
田
□
□
□
 
 

相
□
又
右
衛
門
 
 

願
主
 
藤
倉
□
□
衛
門
 
 

田
村
口
左
衛
門
 
 

田
中
七
□
左
衛
門
 
 

塀
江
口
兵
□
 
 
 



〔
写
真
2
2
〕
 
 

（
正
）
 
（
薬
師
如
来
立
像
）
 
 
 

（
裏
）
 
 

武
州
入
間
郡
入
間
川
村
福
象
山
穂
林
禅
寺
現
住
法
山
格
雲
党
安
置
之
者
也
 
 

霜
月
吉
祥
日
 
 
 

干
時
宝
永
六
己
丑
年
 
 



（
正
）
 
（
大
日
如
来
座
像
）
 
 

〔
写
真
2
3
〕
 
 

）
 
座
 
 

台
 
 

（
 
 （

正
）
蕨
口
胎
蔵
毘
慮
尊
者
当
山
 
 

二
十
二
世
俊
儀
存
世
日
建
 
 

我
碑
冠
其
上
也
塵
然
随
歴
 
 

星
霜
為
烈
風
震
動
斜
而
怒
 
 

其
顛
倒
故
予
師
当
□
二
十
 
 

四
世
辰
祐
逐
詞
茎
磯
両
分
 
 

安
此
上
也
予
熟
思
無
其
銘
 
 

則
歎
后
世
没
両
師
之
志
乃
 
 

干
越
恭
記
之
而
巳
 
 

見
瑞
光
密
寺
廿
六
世
祐
海
 
 

（
左
）
享
和
二
壬
成
歳
 
 

七
月
吉
辰
記
之
 
 
 



〔
写
真
2
4
〕
 
 

宇
佐
美
半
太
夫
 
 

ほ
か
二
二
名
 
 

武
州
入
間
郡
水
野
村
 
 

（
正
）
種
子
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

貞
事
二
乙
丑
年
 
 

一
月
十
五
日
 
 

牛
久
保
忠
元
 
 

ほ
か
二
四
名
 
 
 



〔
写
真
2
5
〕
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

（
右
）
ホ
時
元
禄
六
発
酉
稔
 
 

（
左
）
二
月
廿
四
日
 
 

入
間
川
郷
 
 

（
裏
）
 
 

龍
□
 
 

種
子
 
大
阿
閣
梨
棒
大
僧
都
法
印
反
意
 
 

□
自
 
 
 

）
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 

七
十
一
人
 
 
 

（
正
）
六
済
日
 
 

惣
郷
中
 
 



〔
写
真
2
6
〕
 
 

敬
 
 

車
道
立
為
念
仏
六
斎
日
衆
中
二
世
安
楽
也
 
 

主
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

元
禄
七
戊
天
八
月
吉
日
 
武
州
入
間
郡
風
下
村
 
 
 



〔
写
真
2
7
〕
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

（
右
）
我
等
与
衆
生
 
 

皆
共
成
仏
道
 
 
 

（
左
）
願
以
此
功
穂
 
 

普
及
於
一
切
 
 

（
裏
）
 
元
禄
十
五
壬
午
年
 
 

奉
道
立
地
蔵
大
菩
薩
 
 

霜
月
廿
四
日
 
 

入
間
川
村
 
 
 

村
惣
檀
中
 
 

）
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 

（
正
）
 
 

右
 
藤
沢
道
 
 
 

左
 
江
戸
道
 
 
 



肯
宝
永
五
戊
子
天
八
月
廿
四
日
 
 

法
印
念
誉
円
海
 
 

（
左
）
武
州
入
間
郡
田
中
村
 
 

（
裏
）
奉
口
（
以
下
摩
滅
に
よ
り
文
字
数
不
明
）
 
 
 

〔
写
真
祁
〕
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 
 

（
右
）
 
 

施
主
 
 



〔
写
真
2
9
〕
 
 

正
徳
五
年
乙
未
十
二
月
一
日
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
座
像
）
 
 

中
新
田
 
 

）
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 

（
正
）
 
 

五
月
童
子
九
月
廿
三
日
 
 
 

ほ
か
九
名
の
戒
名
 
 
 



（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
単
軌
鉄
座
像
）
 
 
 

〔
写
真
3
0
〕
 
 

（
正
）
毎
日
農
朝
入
諸
定
 
 

人
語
地
獄
令
離
苦
 
 

無
仏
世
界
度
衆
生
 
 

今
世
後
世
能
引
導
 
 

）
 
 

座
（
右
）
助
力
当
村
中
 
 

乃
至
法
界
平
等
利
潤
 
 

宝
暦
七
丁
丑
十
一
月
吉
祥
日
 
 

（
左
）
願
主
 
六
斎
日
華
女
人
中
 
 

武
州
高
麗
郡
柏
原
村
 
 

妙
法
山
常
襲
寺
住
典
美
代
建
 
 
 



④
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

③
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

②
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

〔
写
真
封
〕
＊
右
か
ら
 
 

①
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

㈲
 
 

齢
 
 

齢
 
 

齢
 
 

根
岸
村
中
 
 

（
正
）
鶏
亀
地
蔵
 
 

井
近
村
中
 
 

天
明
三
発
卯
天
 
 

（
正
）
法
性
地
蔵
 
 

三
月
吉
祥
日
 
 
 

（
正
）
金
剛
憧
地
蔵
 
 

（
正
）
金
剛
願
地
蔵
 
 



⑥
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

⑤
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

麒
 
 

齢
 
 

願
主
斎
日
講
中
 
 

（
正
）
地
持
地
蔵
 
 

信
男
女
 
 

当
村
中
 
 

（
正
）
宝
性
地
蔵
 
 

惣
且
中
 
 
 



〔
写
真
3
2
〕
 
 

発
菩
提
 
武
州
入
間
郡
 
 
 

施
主
 
 

（
正
）
 
（
馬
頭
観
音
立
像
）
 
 

享
保
十
四
己
酉
年
三
月
日
 
奥
富
民
 
青
柳
村
丸
山
 
 
 



〔
写
真
3
3
〕
 
 

為
先
祖
有
縁
聖
霊
迫
建
立
之
 
堀
兼
村
 
 
 

（
正
）
 
（
馬
頭
観
音
立
像
）
 
 

願
主
 
 

横
山
氏
 
 
 

元
文
五
庚
申
年
九
月
吉
日
 
 



（
正
）
 
（
馬
頭
観
音
座
像
）
 
 

〔
写
真
3
4
〕
 
 

）
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 

（
正
）
 
寛
保
元
辛
酉
年
 
 

奉
道
立
馬
頭
観
世
音
□
尊
 
 

五
月
吉
祥
日
 
 
 

（
右
）
乃
至
法
界
 
 

平
等
利
益
 
 
 

（
左
）
武
蔵
国
入
間
郡
 
 

入
間
川
惣
村
中
 
 
 



〔
写
真
3
5
〕
 
 

（
正
）
種
子
 
（
馬
頭
観
音
立
像
）
 
 

（
右
）
に
よ
せ
ち
く
志
う
ほ
つ
ぽ
た
い
也
 
 

安
永
八
己
亥
年
正
月
廿
三
日
 
 

（
左
）
施
主
 
細
田
林
右
衛
門
 
 
 



（
正
）
馬
頭
観
世
音
 
 
 

（
右
）
文
政
十
三
年
歳
次
 
 

庚
寅
正
月
吉
祥
日
 
 

〔
写
真
3
6
〕
 
 

）
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 

（
正
）
総
 
 

汀
P
 
 
 
 
 
車
 
 

中
 
 
 

（
右
）
高
麗
郡
加
治
 
 

領
霞
之
郷
 
 

両
広
瀬
村
 
 
 



〔
写
真
甲
〕
 
 

（
正
）
 
明
治
十
八
年
 
 

馬
頭
観
世
音
 
 

八
月
吉
日
 
 
 

（
左
）
川
合
平
五
郎
 
 
 



〔
写
真
謂
〕
 
 

（
正
）
種
子
 
馬
頭
明
王
 
 
 

（
右
）
寛
政
十
一
己
未
天
正
月
吉
祥
日
 
 

問
限
師
金
剛
院
 
 

法
印
寛
晃
 
 
 

（
左
）
武
州
入
間
郡
商
人
曽
相
 
 

原
室
 
橋
本
与
次
右
衛
門
 
 
 



（
正
）
馬
頭
観
世
音
 
 
 

〔
写
真
3
9
〕
 
 



（
正
）
 
（
聖
観
音
立
像
）
 
 
 

〔
写
真
4
0
〕
 
 



（
正
）
 
（
如
意
輪
観
音
半
勘
鉄
座
像
）
 
 

〔
写
真
引
〕
 
 

（
 
 

）
（
正
）
正
徳
六
丙
申
年
 
座
 
 

以
斯
功
徳
 
 

台
 
 
 普

口
群
生
 
 
 



（
正
）
 
（
聖
観
音
座
像
）
 
 

〔
写
真
4
2
〕
＊
右
か
ら
 
 

①
 
 

（
正
）
 
（
如
意
輪
観
音
半
軌
扶
座
像
）
 
 

②
 
 

（
正
）
 
施
主
 
 

峯
村
旦
中
 
 

市
場
旦
中
 
 

川
原
新
田
 
 

入
 

中
 
 

斎
日
講
中
 
 

原
主
 
 
 

現
貫
中
代
 
 
 

口
外
□
午
 
 
 

戒
水
妙
口
 
 
 

寛
政
五
丑
 
 
 

七
月
日
 
 
 

齢
 
 

（
右
）
 
 
 

（
正
）
施
主
 
 
 

入
間
川
惣
檀
中
 
 

寛
政
五
丑
年
 
 

七
月
吉
日
 
 



（
正
）
 
（
千
手
観
音
座
像
）
 
 
 

（
正
）
 
（
十
一
面
観
音
座
像
）
 
 
 

（
正
）
施
主
 
 

弟
貫
半
平
 
 

）
 
 

座
（
左
）
寛
政
五
丑
年
 
 

（
正
）
施
主
 
 

綿
貫
五
郎
兵
衛
 
 

ほ
か
玉
名
 
 

厨
 
 

恰
（
左
）
久
輪
信
士
 
 

ほ
か
五
名
の
戒
名
 
 

貫
中
代
 
 

七
月
吉
日
 
 

貞
□
ロ
ロ
ロ
口
 
 

先
祖
代
々
精
霊
 
 
 



（
正
）
 
（
准
艦
観
音
座
像
）
 
 

⑤
 
 

齢
 
 

檎
（
左
）
 
 

（
正
）
施
主
 
 

中
島
利
八
母
 
 
 

助
力
 
 

甲
田
弥
左
衛
門
 
 

小
林
久
右
衛
門
 
 

寛
政
五
丑
年
 
 

七
月
日
 
 

秀
光
□
明
□
 
 

当
寺
現
□
 
 
 

貫
中
代
 
 
 



（
正
）
 
（
不
空
謂
索
観
音
座
像
）
 
 

（
正
）
 
（
馬
頭
観
音
座
像
）
 
 
 

（
正
）
施
主
 
 

小
川
清
七
母
 
 

ほ
か
七
名
 
 

厳
（
左
）
流
泉
信
士
 
 

（
正
）
施
主
 
 

花
香
信
士
 
 

寛
政
五
丑
天
 
 
 

七
月
日
 
 
 

現
貫
中
代
 
 

伏
川
源
右
衛
門
母
 
 

寛
政
五
丑
年
 
 
 

七
月
七
日
 
 

自
□
ロ
ロ
ロ
 
 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
 
 
 

貫
中
代
 
 
 



〔
写
真
4
3
〕
 
 

（
准
艦
座
像
）
 
 

（
聖
座
像
）
 
 

（
馬
頭
座
像
）
 
 

（
正
）
 
（
千
手
座
像
）
 
 

（
十
一
面
座
像
）
 
（
如
意
輪
単
軌
駄
座
像
）
 
（
楊
柳
座
像
）
 
 

（
右
）
天
保
十
五
甲
辰
年
二
月
吉
日
 
 

（
左
）
最
日
講
中
 
 

世
話
人
 
沼
崎
彦
右
衛
門
 
 
 



種
子
 
奉
読
詞
大
乗
妙
典
一
千
部
請
願
成
就
処
 
 

三
月
如
意
日
 
施
主
 
水
越
忠
兵
衛
 
 

（
右
）
凡
思
遭
修
善
根
者
庶
出
金
口
梵
音
七
分
全
得
元
示
如
来
教
櫓
賢
愚
均
修
之
□
 
 

素
同
当
之
因
姦
施
主
空
山
道
晴
居
士
安
一
生
幻
夢
之
報
命
欣
来
世
長
時
之
安
 
 

楽
柚
経
王
千
部
読
詞
之
誠
驚
鴇
室
喬
聴
之
耳
若
口
実
相
恵
日
朗
衆
業
悉
如
霜
 
 

露
鈴
□
囁
梵
風
頻
扇
 
徳
育
如
芝
蘭
薫
無
線
慈
雲
霞
法
界
耳
露
法
雨
普
麗
開
 
 

種
子
令
 
殖
心
性
大
口
発
心
芽
茎
世
世
生
養
観
行
枝
葉
生
々
増
長
三
学
夢
開
 
 

発
真
因
園
三
菩
提
莫
便
結
大
覚
壱
給
巽
自
偽
証
無
上
仏
果
而
己
 
 

（
左
）
央
春
朔
華
含
樹
頭
鮮
色
示
真
如
宝
相
之
妙
理
秋
夕
月
輝
晴
天
新
光
顕
寂
静
法
 
 

住
空
理
然
別
三
世
諸
仏
雑
説
教
区
也
悉
無
非
為
衆
生
成
仏
十
方
薩
垣
顧
化
単
 
 

品
色
皆
為
済
度
利
生
因
京
大
小
半
満
教
法
間
無
通
一
乗
醍
醐
偏
円
権
実
諸
経
 
 

中
無
超
妙
法
之
経
王
奥
施
主
武
州
入
間
郡
鵜
木
村
之
住
水
越
忠
兵
衛
□
多
年
 
 

尽
心
祖
父
井
為
先
考
先
敗
菩
提
東
南
着
日
身
欣
求
浄
□
之
読
商
法
華
経
一
千
 
 
 

（
正
）
 
 

〔
写
真
4
4
〕
 
 
 

宝
永
六
己
丑
天
 
武
州
入
間
郡
鵜
木
村
 
 



部
六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
之
真
文
今
新
造
立
生
仏
一
如
之
功
徳
衆
刷
供
仏
 
 

施
僧
梵
楚
挿
追
福
惨
善
懇
志
資
抜
苦
与
禾
妙
味
者
也
凡
此
経
者
三
世
諸
仏
出
 
 

世
之
木
懐
一
切
衆
生
成
仏
之
直
通
 
 

（
裏
）
世
依
之
経
若
有
開
法
者
無
一
不
成
仏
或
者
又
須
曳
閏
之
即
得
究
意
付
蒋
□
羅
 
 

二
重
二
菩
提
文
如
是
依
妙
典
読
詞
之
勲
功
□
忠
之
霊
魂
速
去
六
趣
旨
□
□
満
 
 

出
離
生
死
願
望
建
成
等
正
寛
大
□
到
極
□
浄
土
之
宝
処
者
也
 
乃
至
法
界
平
 
 

等
利
益
 
敬
白
 
 

念
仏
百
万
遍
光
明
真
言
百
万
遍
 
施
主
 
奉
所
作
者
也
 
 
 



（
正
）
 
（
阿
弥
陀
如
来
座
像
）
 
 

〔
写
真
4
5
〕
 
 

）
 
座
 
 

台
 
 

（
 
 （

正
）
大
乗
妙
典
子
部
供
養
堵
 
 

（
右
）
願
以
此
功
徳
 
 

普
及
於
一
切
 
 

我
等
与
衆
生
 
 

皆
共
成
仏
道
 
 

（
左
）
実
相
妙
法
離
文
字
 
 

表
勤
含
霊
自
己
心
 
 

転
転
住
他
迷
悟
類
 
 

非
経
非
仏
闘
追
尋
 
 

（
裏
）
文
化
九
壬
申
載
四
月
穀
日
 
 

当
寺
十
四
世
大
味
仙
熊
曳
 
 
 



｛
写
真
4
6
〕
 
 

（
正
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
法
界
 
 

（
右
）
安
永
五
歳
丙
申
四
月
日
 
功
徳
主
題
日
章
中
 
 

（
左
）
健
按
山
信
立
寺
二
十
世
大
乗
院
日
真
造
営
 
 
 



（
正
）
普
門
品
供
養
 
 
 

〔
写
真
4
7
〕
 
 

（
正
）
連
 
 

経
 
 

講
 
 

）
 
 

座
（
左
）
慶
応
元
乙
丑
歳
 
 

九
月
吉
日
 
 
 

長
瀬
寺
 
 

曹
瑞
代
建
之
 
 
 



（
正
）
普
門
品
 
 

供
養
塔
 
 

一
万
巻
 
 
 

（
右
）
天
下
泰
平
 
 

育
稼
成
実
 
 
 

（
左
）
慶
応
二
丙
寅
年
春
二
月
 
 

〔
写
真
4
8
〕
 
 

）
 
座
 
 
 

台
 
 

（
 
 （

正
）
□
 
願
主
 
 

□
 
 
 下
郷
 
 

口
 
 

十
五
人
 
 

口
 
 
 上
郷
 
 

五
人
 
 

助
力
 
 

惣
郁
中
 
 
 

（
右
）
高
震
郡
霞
郷
 
 

広
瀬
村
 
 
 



（
裏
）
 
 

（
左
）
 
 

（
右
）
種
子
 
 
 

（
正
）
 
 

〔
写
真
4
9
〕
 
 

除
生
死
苦
重
苦
提
 
 

原
主
 
任
誉
良
禅
 
 

勢
州
 
 

種
子
 
高
竹
山
明
光
密
寺
第
十
三
世
 
 

伝
燈
大
阿
閣
梨
棒
大
僧
都
法
印
緊
貞
建
立
之
 
 
 

天
下
泰
平
 
享
保
十
四
年
 
 

種
子
 
奉
納
大
般
若
経
六
石
巻
所
 
 

国
土
安
全
 
己
酉
五
月
吉
日
 
 

種
子
 
 

一
方
貴
頗
檀
越
等
 
 

善
巧
方
便
遍
法
界
 
 

般
若
全
部
悉
成
弁
 
 

所
修
一
切
衆
善
業
 
 

利
益
一
切
衆
生
故
 
 

我
今
尽
皆
正
道
廻
向
 
 



〔
写
真
5
0
〕
 
 

（
正
）
種
子
（
大
日
如
来
座
像
）
 

（
右
）
文
久
二
壬
戊
歳
 
 

十
一
月
吉
日
 
 

開
眼
導
師
 
 

法
印
寛
淳
 
 
 

（
左
）
 
天
下
泰
平
 
 

光
明
真
言
百
万
遍
供
養
塔
 
 

国
土
安
全
 
 

（台 座）  
／‾＼   

正  
＼＿／  

申請  武
州
 
 
 

入
間
郡
 
 
 

商
人
曽
村
 
 
 



（
正
）
 
（
如
意
輪
観
音
半
勘
扶
座
像
）
 
 
 

〔
写
真
5
1
〕
 
 

（
正
）
右
経
塔
 
 

）
 
 

座
（
右
）
田
中
村
 
 
 

台
（
左
）
安
永
二
乗
巳
天
 
 

（
 
 

三
月
吉
日
 
 
 



〔
写
真
5
2
〕
 
 

奉
道
立
地
蔵
菩
薩
以
念
仏
講
是
廼
二
世
祈
者
也
 
 

（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

寛
文
十
三
年
発
丑
八
月
吉
祥
日
敬
白
帝
人
数
十
二
人
 
 

＼
－
ノ
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 

（
正
）
下
奥
留
村
 
 
 



〔
写
真
5
3
〕
 
 

奉
遷
立
為
念
仏
供
養
二
世
安
楽
 
 

（
正
）
種
子
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

元
禄
四
辛
未
天
十
一
月
□
武
州
高
霞
郡
柏
原
村
同
行
四
拾
五
人
 
 
 



（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

〔
写
真
5
4
〕
 
 

）
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 

享
保
四
己
亥
年
 
 

奉
道
立
 
 
 

（
正
）
念
仏
供
養
 
 

三
月
吉
日
 
 

笹
井
村
 
 
 



（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
単
軌
銃
座
像
）
 
 

〔
写
真
5
5
〕
 
 

（
左
）
地
蔵
菩
薩
以
大
意
悲
 
 

愴
 
 
 
若
聞
名
号
不
堕
異
聞
 
 

乃
至
法
界
平
等
普
利
 
 

寛
延
二
己
巳
林
鐘
日
 
 
 

（
裏
）
願
以
此
功
徳
 
 

普
及
於
一
切
 
 

我
等
与
衆
生
 
 

皆
求
成
仏
道
 
 
 

齢
 （

正
）
念
仏
供
養
 
 

（
右
）
施
主
惣
村
中
別
而
六
斎
日
講
書
女
人
 
 

世
話
人
彦
左
衛
門
善
男
助
力
念
仏
 
 

遭
於
□
年
債
以
劫
地
蔵
大
菩
薩
一
鉢
 
 

連
子
武
州
高
薦
郡
柏
原
本
宿
高
麗
山
 
 

地
蔵
院
円
光
寺
 
 

法
印
隆
決
議
敬
白
 
 



寒
念
仏
供
養
本
願
法
印
棒
大
僧
都
隆
宗
和
尚
 
 

（
正
）
種
子
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

宝
永
七
庚
寅
年
十
二
月
吉
辰
日
 
 

〔
写
真
5
6
〕
 
 

）
 
座
 
 
 

台
 
 

（
 
 （

正
）
右
 
志
ん
か
志
み
ち
 
 

左
 
川
こ
い
み
ち
 
 

従
是
 
 

南
 
ま
ち
や
 
 

西
 
い
る
ま
川
 
 
 

（
右
）
廻
行
 
 

岩
沢
□
右
衛
門
 
 

ほ
か
一
二
名
 
 
 



〔
写
真
5
7
〕
 
 

享
保
十
二
丁
未
年
 
堀
兼
村
施
主
 
 

（
正
）
種
子
 
奉
道
立
念
仏
弐
億
万
遍
供
養
塔
 
 

二
月
吉
日
 
 

惣
人
数
宙
十
一
人
 
 
 



〔
写
真
5
8
〕
 
 

奉
道
立
聖
観
音
為
念
仏
請
人
数
十
四
人
二
世
安
楽
建
着
地
 
 

（
正
）
 
（
聖
観
音
立
像
）
 
 

延
宝
元
年
発
丑
十
一
月
吉
日
 
下
奥
留
村
施
主
敬
白
者
也
 
 
 



奉
納
大
乗
妙
輿
六
十
六
部
供
養
所
 
 

往
山
円
実
 
 

（
右
）
営
為
説
無
上
法
宝
塔
 
 

信
為
度
衆
生
故
供
養
 
 

（
左
）
享
保
三
戊
戊
十
月
日
 
 

下
奥
高
村
 
 
 

〔
写
真
5
9
〕
 
 

（
正
）
 
 

回
国
行
脚
 
 



種
子
 
奉
納
大
乗
妙
典
日
本
廻
国
供
駕
塔
 
 

日
月
清
明
 
 
 

（
右
）
肯
寛
政
十
戊
午
年
二
月
吉
祥
日
 
 

供
養
師
金
剛
院
法
印
寛
晃
 
 
 

（
左
）
武
州
入
間
郡
水
野
村
願
主
 
 

行
者
了
全
 
 
 

（
正
）
 
 

〔
写
真
6
0
〕
 
 
 

天
下
泰
平
 
 



種
子
 
坂
東
 
百
番
巡
礼
供
養
塔
 
 

秩
父
 
 
 

（
右
）
寛
政
九
丁
巳
歳
 
 

三
月
吉
祥
日
 
 
 

（
左
）
供
養
導
師
 
 

御
嶽
山
金
剛
院
現
住
 
 

法
印
寛
晃
 
 
 

（
正
）
 
 

〔
写
真
引
〕
 
 
 

西
国
 
 



湯
殿
山
 
黄
金
神
社
 
 

（
左
）
 
 

陸
前
国
松
島
 
 

日
本
三
景
 
安
芸
国
宮
島
 
 

丹
後
国
夫
橋
立
 
 

（
裏
）
明
治
二
十
六
年
発
巳
九
月
 
 

願
主
 
諸
口
彦
八
建
 
 
 

〔
写
真
6
2
〕
 
 

（
正
）
百
番
観
世
音
供
養
塔
 
 

（
右
）
 
 
 

羽
黒
山
 
富
士
嶽
神
社
 
 

月
山
 
 

嗣
子
 
 

立
山
神
社
 
 

干
時
六
十
有
二
 
 

諸
口
実
太
郎
 
 
 

天
下
泰
平
 
 

（
正
）
諸
 
 

口
 
 

氏
 
 

）
 
 

台
（
左
）
福
原
村
 
 

石
工
 
 

浅
見
代
次
朗
 
 



六
月
吉
祥
日
 
 
 

は
ん
の
ふ
 
 

（
右
）
 
 

右
 
 手

ノ
ご
ん
げ
ん
 
 
 

（
左
）
左
 
大
山
道
 
 

〔
写
真
6
3
〕
 
 

（
正
）
 
寛
政
五
黄
丑
年
 
武
州
入
間
郡
下
奥
留
村
中
 
 

種
子
 
南
無
阿
弥
陀
仏
 
 

み
ち
 
 

願
主
覚
書
 
 
 



（
正
）
 
 

（
右
）
増
茂
小
右
衛
門
 
 

（
左
）
寛
政
八
丙
辰
正
月
吉
日
 
 
 

〔
写
真
6
4
〕
 
 

右
 
大
田
ケ
谷
 
 
 

（
馬
頭
観
音
座
像
）
 
 

左
 
坂
戸
道
 
 



（
正
）
 
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
 
 

〔
写
真
6
5
〕
 
 

東
 
新
か
し
川
ご
へ
道
 
 
 

（
右
）
天
保
十
四
卯
七
月
十
六
日
 
 

扇
町
屋
ミ
ち
 
 

）
 
 

座
（
左
）
天
保
九
戊
五
月
十
七
日
 
 

施
主
 
 

宮
岡
伊
左
衛
門
 
 

南
 
ミ
か
じ
ま
道
 
 

（
裏
）
弘
化
三
丙
午
二
月
吉
祥
日
立
 
 

（
正
）
 種

子
 
 

西
 
青
梅
 
 

秀
音
量
子
 
 

妙
薫
禅
定
尼
 
 

み
た
け
道
 
 
 



（
正
）
大
六
天
 
 

雪
城
沢
俊
郷
書
 
 
 

（
裏
）
安
政
六
己
未
歳
九
月
建
之
 
 

〔
写
真
6
6
〕
 
 

）
 
 

座
 
 
 

台
 
 

（
 
 

（
正
）
 
 

恵
花
 
 

組
中
 
 

市
川
仁
兵
衛
 
 

長
谷
川
六
之
丞
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